
Title 紛爭の解決と具體法
Sub Title Remedy and lex specialis
Author 伊東, 乾(Itō, Susumu)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1952

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.25, No.9 (1952. 9) ,p.1- 24 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論說
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19520915-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


紛
雫
の
解
決
と

具
膿
法

伊

東

乾

一二三四五

民
事
訴
訟
の
制
度
目
的

椹
利
の
保
護
と
法
秩
序
の
維
持

訴
訟
の
前
法
性
と
紛
争
の
解
決

訴
訟
の
後
法
的
性
格
と
具
艦
法

問
題
の
反
省
と
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

　
民
事
訴
訟
の
制
度
目
的
（
島
需
N
名
Φ
爵
q
窃
鰻
良
胃
o
N
①
宏
霧
巴
巴
霧
甑
言
銭
呂
）
を
間
ふ
こ
と
は
、
民
事
訴
訟
法
の
統
一
的
理
解
、
し
た
が

つ
て
斯
學
の
髄
系
的
建
設
の
、
礎
石
を
探
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
だ
け
が
、
萬
能
の
妙
藥
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
目
的
が
明
か
に
せ
ら

れ
た
所
か
ら
、
膿
系
の
建
設
は
や
う
や
く
に
し
て
始
ま
る
。
誤
つ
た
建
築
の
方
法
は
、
正
し
い
毫
石
の
上
に
で
も
、
傾
い
た
オ
ペ
リ
ス
ク
を
立
て

　
　
　
（
一
）

る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
反
封
に
、
目
的
の
正
し
い
理
解
を
歓
き
、
あ
る
ひ
は
、
目
的
へ
の
方
向
づ
け
を
歓
く
所
に
は
、
髄
系
は
お
よ
そ
成
立
た

な
い
。
法
も
制
度
も
、
文
化
的
・
實
践
的
存
在
で
あ
る
以
上
、
目
的
の
み
が
民
事
訴
訟
制
度
の
法
學
的
理
解
の
綜
合
黙
で
あ
り
う
る
こ
と
は
當
然

　
（
二
）

で
あ
る
。
こ
こ
に
迂
遠
な
目
的
論
議
を
試
み
る
の
も
、
斯
學
髄
系
化
の
理
論
的
欲
求
に
基
づ
い
て
ゐ
る
。

　
　
　
紛
雫
の
解
決
と
具
艦
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
五
六
U
）



　
　
　
　
紛
雫
の
解
決
と
具
髄
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
五
六
二
）

　
古
典
的
な
見
解
は
、
民
事
訴
訟
の
制
度
目
的
を
、
権
利
の
保
護
に
求
め
て
き
た
。
こ
れ
に
代
は
つ
て
昨
今
の
大
勢
を
支
配
す
る
も
の
が
、
法
秩

序
維
持
を
彊
調
す
る
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
時
一
部
に
現
れ
た
學
論
と
と
も
に
、
端
的
に
紛
雫
の
解
決
そ
の
も
の
を
、
民
事
訴
訟
の
制
度
目

的
と
見
る
こ
と
が
、
一
そ
う
優
れ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
う
し
て
、
こ
の
最
後
の
見
解
に
も
、
更
に
疑
間
の
容
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
を

認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
紛
雫
解
決
論
は
再
轄
し
て
、
具
髄
法
判
断
論
に
進
む
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
間
題
を
提
起

し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
。

　
（
叫
）
　
例
へ
ば
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
が
、
訴
訟
目
的
を
証
會
的
關
心
か
ら
決
定
す
る
べ
き
こ
と
を
説
き
、
そ
こ
か
ら
、
訴
訟
外
の
法
飛
態
を
志
向
す
る
も
の
ど
し
て
の

　
　
　
所
謂
眞
實
義
務
を
演
繹
す
る
と
き
に
は
（
詣
。
厨
o
篶
富
巳
“
Q
霊
昌
身
屋
α
霧
N
貯
鵠
胃
o
N
9
冨
魯
富
｝
ド
》
β
臨
こ
目
α
び
ぎ
の
o
戸
一
譲
ご
幹
o
o
k
論
者
は
、

　
　
　
噌
般
の
慣
例
に
倣
つ
て
ゐ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
し
で
も
、
明
か
に
嘱
つ
の
飛
躍
を
敢
て
し
て
ゐ
る
。
假
に
論
者
の
目
的
規
定
が
正
し
い
こ
と
を
認
め
う
に
せ

　
　
　
よ
、
そ
れ
が
當
然
に
眞
實
義
務
へ
の
途
を
拓
く
も
の
で
は
な
い
（
伊
東
・
民
事
訴
訟
に
お
け
る
眞
實
義
務
・
法
學
研
究
二
五
巻
・
昭
二
七
・
六
號
二
二
頁
）
。

（
二
）
≦
■
。。
器
①
ぴ
孚
g
昏
鴨
区
①
亀
円
。
邑
§
暮
。
・
》
図
レ
島
こ
ω
言
凝
畳
レ
馨
あ
，
婁
募
●
ω
。
ま
鼻
9
冨
ぼ
ビ
。
＝
①
昌
三
膏
。
邑
－

　
　
器
o
ま
9
ド
》
目
算
｝
国
舘
一
鶏
浮
9
一
〇
日
｝
ψ
ヨ
中
村
宗
雄
・
訴
訟
法
學
の
艦
系
と
訴
訟
改
革
理
論
・
昭
一
七
・
五
五
頁
、
山
木
戸
克
己
（
吉
川
大
二
郎
）

　
　
民
事
訴
訟
法
・
法
律
學
全
書
二
三
巻
・
昭
二
六
・
二
六
頁
。

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
レ
ヒ
ト
の
保
護
（
法
的
保
護
窓
魯
駐
胃
ゴ
言
）
　
と
い
ふ
こ
と
は
、
ワ
ッ
ハ
が
聞
明
・
確
立
し
た
考
へ
方
で
あ
る
。
そ
の
以
前
に
は
、
い
は
ば
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

學
史
的
な
・
ー
マ
法
の
影
響
下
に
立
つ
私
法
的
な
訴
訟
観
が
支
配
的
で
あ
つ
た
。
　
『
我
汝
は
訴
訟
制
度
の
目
標
と
目
的
を
、
ま
さ
に
、
私
権
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

使
貫
徹
の
た
め
に
個
人
に
助
力
す
る
こ
と
に
認
め
る
』
と
論
じ
た
ガ
イ
プ
は
、
ご
の
種
の
見
解
が
ワ
ッ
ハ
以
後
に
も
尾
を
曳
い
た
も
の
の
一
例
で

あ
る
。

　
ワ
ッ
ハ
は
こ
の
種
の
見
解
を
、
主
観
的
な
目
的
規
定
と
し
て
斥
け
る
。
主
観
的
に
見
る
か
ぎ
り
、
訴
訟
に
は
、
原
告
の
目
的
と
被
告
の
目
的
と



が
、
、
競
合
し
封
立
し
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
、
爾
造
い
づ
れ
の
主
張
を
理
由
あ
り
と
認
め
る
か
こ
そ
が
、
訴
訟
の
間
題
に
他
な
ら
な
い
。
矛
盾
す

る
爾
者
が
並
ん
で
立
つ
こ
と
は
出
來
な
い
こ
と
で
、
『
一
當
事
者
分
目
的
だ
け
が
、
眞
實
、
レ
ヒ
ト
に
適
合
し
、
レ
ヒ
ト
の
保
護
を
受
け
る
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

を
も
つ
…
…
。
…
…
だ
か
ら
、
當
事
者
の
目
的
は
、
こ
の
客
観
的
な
訴
訟
の
目
的
と
一
致
す
る
か
ぎ
り
に
於
い
て
の
み
、
訴
訟
の
目
的
と
な
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

で
あ
る
』
。
　
訴
訟
制
度
の
目
的
を
主
観
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
　
『
私
法
の
領
域
で
の
原
則
的
な
自
力
救
濟
の
排
斥
は
、
國
家
救
濟

の
保
障
、
す
な
は
ち
、
危
殆
に
陥
つ
た
私
法
的
利
釜
の
た
め
の
・
訴
訟
に
よ
る
・
レ
ヒ
ト
の
保
護
の
保
障
と
、
手
に
手
を
と
つ
て
行
は
れ
る
』
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

法
は
存
在
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
行
は
れ
よ
う
と
す
る
限
り
、
ど
う
し
て
も
訴
訟
を
必
要
と
す
る
。
か
や
う
に
言
つ
て
、
民
事
訴
訟
と
は
、
　
『
私

法
上
の
利
釜
を
保
護
す
る
た
め
、
規
律
せ
ら
れ
る
生
活
關
係
と
の
關
係
で
、
客
観
的
私
法
を
裁
判
上
に
實
現
す
る
形
式
－
で
あ
る
』
、
　
と
ワ
ッ
ハ
ほ

　
　
（
八
）

規
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
ち
　
セ
　
む
　
し
　
セ

ち
　
　
　
ヤ
　
も
　
ヤ

　
そ
の
謂
ふ
と
こ
ろ
の
「
レ
ヒ
ト
の
保
護
」
は
、
二
重
の
性
格
を
も
つ
、
と
私
は
考
へ
る
。
訴
訟
の
目
的
は
『
レ
ヒ
テ
（
主
観
的
レ
ヒ
ト
）
を
作
る

、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

こ
と
で
は
な
く
し
て
、
レ
ヒ
ト
を
保
護
す
ぞ
こ
と
で
あ
る
』
と
註
し
て
、
訴
訟
の
法
律
行
爲
的
性
質
を
極
力
排
斥
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
主
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

権
利
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
所
読
の
主
観
的
側
面
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
、
こ
れ
に
封
し
、
訴
訟
が
『
客
観
的
レ
ヒ
ト
を
作
る
べ
き
も

の
で
は
な
く
し
て
、
レ
ヒ
市
を
確
謹
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
』
こ
と
を
読
き
、
判
決
が
立
法
で
は
な
く
法
の
適
用
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
力
読
す
る

　
　
　
（
一
〇
）

と
こ
ろ
で
は
、
主
と
し
て
法
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
所
論
の
客
観
的
側
面
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
。

　
法
と
椹
利
は
畢
章
ぴ
と
つ
。
主
観
客
観
の
右
の
爾
面
の
、
い
づ
れ
を
ワ
ッ
ハ
が
訴
訟
目
的
と
結
合
し
よ
う
と
し
た
の
か
は
、
そ
の
力
黙
の
置
き

方
か
ら
讃
取
る
ぼ
か
は
な
い
と
思
ふ
。
こ
こ
に
解
縄
の
分
岐
が
生
じ
る
。
同
じ
く
ワ
ッ
ハ
を
援
き
な
が
ら
、
或
者
は
こ
れ
を
主
観
論
の
大
宗
と

蔓
薯
讐
墾
籟
論
の
源
讐
釜
謬
か
し
暴
の
藻
姦
す
養
製
晶
を
論
議
玄
醤
5
い
て
見
る
か
費
ワ
ッ

ハ
が
ど
ち
ら
の
側
面
に
力
黙
を
置
い
た
か
は
遽
か
に
断
定
で
き
な
．
い
所
で
あ
る
。
こ
の
爾
面
を
訴
訟
の
相
並
ぶ
爾
個
の
目
的
と
み
た
の
だ
と
解
す

　
　
　
（
ニ
ニ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

る
者
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
ワ
ッ
ハ
に
お
い
て
は
、
こ
の
爾
面
は
、
分
離
し
て
ゐ
な
か
つ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
私
椹
の
行
使
・
貫
徹

　
　
　
　
紛
争
の
解
決
と
具
燈
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
五
六
三
）



　
　
　
紛
雫
の
解
決
と
具
農
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
（
五
六
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

と
い
ふ
前
學
史
的
な
見
解
を
、
「
レ
ヒ
ト
の
保
護
」
へ
と
轄
同
さ
せ
た
黙
で
、
、
主
観
的
把
握
を
客
観
的
理
解
に
鋳
直
し
た
彼
自
身
が
、
「
レ
ヒ
ト

ゆ
保
護
」
の
爾
面
的
性
格
は
、
こ
れ
を
取
捨
し
な
い
で
了
つ
て
ゐ
る
。
法
的
保
護
は
こ
こ
で
は
、
私
椹
の
保
護
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
法
の
維
持

の
反
射
で
も
あ
る
。
主
観
的
・
客
観
的
、
二
重
の
性
格
を
、
ワ
ッ
ハ
の
即
Φ
o
ぎ
器
畠
暮
N
は
持
つ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
ワ
ラ
ハ
を
糧
承
し
た
學
界
は
、
レ
ヒ
ツ
・
シ
ュ
ッ
ツ
の
主
観
的
な
側
面
を
、
こ
と
に
強
調
す
る
方
向
を
と
つ
た
。
ヘ
ル
ウ
ィ
ヒ
・
が
こ
の
方
向
を

代
表
す
る
。
私
法
は
封
等
な
個
人
間
の
財
産
關
係
・
身
分
關
係
を
規
律
す
る
。
『
そ
れ
は
椹
利
を
與
へ
義
務
を
規
定
す
る
』
。
　
し
か
し
、
私
人
に

自
力
救
濟
の
許
さ
れ
て
ゐ
る
限
度
は
、
極
め
て
せ
ま
く
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
『
そ
の
代
は
り
に
國
家
が
、
私
人
に
封
し
て
一
定
の
條
件
の
も
と
に
私

法
上
の
地
位
の
危
殆
も
し
く
は
侵
害
に
封
す
る
レ
ヒ
ト
の
保
護
を
與
へ
る
義
務
を
引
受
け
る
』
。
』
民
事
訴
訟
は
、
一
定
の
法
律
關
係
に
關
し
、
か

や
う
な
國
家
的
レ
ヒ
ト
の
保
護
が
要
求
せ
ら
れ
、
法
定
の
要
件
が
具
は
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
與
へ
ら
れ
る
た
め
の
、
裁
判
所
の
面
前
で
行
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

る
手
績
で
あ
る
』
に
他
な
ら
な
い
。
民
事
訴
訟
法
は
民
事
訴
訟
を
規
律
す
る
法
規
の
総
膣
で
あ
る
か
ら
、
私
法
に
封
し
て
輩
に
第
二
次
的
な
存
在

で
あ
る
。
斯
法
の
使
命
は
た
だ
『
私
法
秩
序
か
ら
生
じ
る
具
艦
的
な
法
的
地
位
を
最
高
の
國
家
構
力
の
完
全
な
椹
威
を
も
つ
て
拘
束
的
に
（
既
到

力
を
も
つ
て
）
確
定
し
、
満
足
せ
ら
れ
る
べ
き
櫃
利
（
鼠
の
ぎ
欺
一
a
置
9
鵯
び
鋤
黛
団
就
鴨
園
①
o
嘗
）
を
實
現
す
る
（
お
昌
路
お
昌
）
と
い
ふ
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ヤ
　
し
　
　
ギ
　
ち

的
に
封
し
、
手
段
を
供
す
る
』
こ
と
に
審
き
て
ゐ
る
。
裁
判
は
『
決
し
て
、
客
観
法
の
存
在
・
内
容
に
關
す
る
も
の
で
な
く
、
客
観
法
に
基
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
山
ハ
）

て
生
じ
巻
具
膿
的
主
観
的
な
樫
利
に
關
す
る
』
。
　
客
観
法
の
保
護
と
い
ふ
こ
と
は
、
民
事
訴
訟
の
目
的
で
な
い
。
ヘ
ル
ウ
ィ
ヒ
は
か
や
う
に
論
明

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
レ
ヒ
ト
の
保
護
の
客
観
的
側
面
が
、
客
観
法
の
保
護
に
な
る
、
と
考
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
そ
れ
は
、
法
に
よ
る
保
護
、
法
秩
序
維

持
の
反
封
と
し
て
の
私
釜
保
護
を
意
味
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
貼
で
読
く
と
こ
ろ
が
必
す
し
も
正
し
い
と
言
へ
な
い
と
は
し
て
も
、
彼

自
身
の
力
黙
は
す
こ
ぶ
る
明
確
で
あ
る
。
私
釜
・
椹
利
・
私
椹
が
、
明
か
に
前
面
に
押
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
レ
ヒ
ト
の
保
護
」
が
、
こ
こ
で
、
「
槽

利
の
保
護
」
に
成
形
す
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
七
）

　
さ
う
し
て
、
、
か
や
う
な
権
利
保
護
論
こ
そ
、
一
代
を
風
靡
し
た
古
典
的
な
教
義
に
ぼ
か
な
ら
な
い
。
最
近
ま
で
、
わ
が
國
の
學
界
も
、
，
主
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
）

て
ヘ
ル
ウ
ィ
ヒ
の
影
響
の
も
と
に
、
古
典
派
の
堅
倒
的
な
支
配
下
に
立
つ
て
巷
た
。

　
し
か
し
、
古
典
派
が
ワ
ッ
ハ
の
主
観
的
側
面
を
承
縫
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
當
然
こ
れ
に
劃
し
て
、
客
観
的
側
面
の
縫
承
も
豫
期
せ
ら

れ
て
よ
い
筈
で
あ
つ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、
レ
ヒ
ト
の
保
護
に
二
義
を
認
め
、
ワ
ッ
ハ
を
援
き
な
が
ら
、
、
侵
害
せ
ら
れ
た
個
人
の
個
別
的
法
地
位

の
同
復
の
ぼ
か
に
、
肚
會
の
客
観
的
な
正
し
い
法
歌
態
の
實
現
を
、
こ
の
語
を
通
し
て
訴
訟
目
的
に
導
入
し
た
の
を
始
と
し
、
古
典
派
と
の
折
衷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
）

の
形
で
、
法
秩
序
の
維
持
が
一
方
で
は
絶
え
す
注
意
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。

　
法
秩
序
の
維
持
は
、
法
秩
序
の
確
謹
（
閃
o
類
餌
日
目
㎎
q
零
閃
8
耳
器
旨
…
罐
）
・
法
的
雫
和
爲
①
魯
富
津
凶
8
臼
）
・
法
の
確
保
（
即
o
o
算
甲

く
曾
鴨
註
器
霞
臣
㎎
）
・
法
秩
序
の
實
効
性
の
保
障
・
等
女
、
い
ろ
い
ろ
な
表
現
を
も
つ
て
ゐ
る
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、

抽
象
的
客
観
法
秩
序
の
現

行
保
障
に
他
な
ら
ぬ
。
用
語
の
ニ
ュ
ァ
ン
ス
は
一
様
に
法
秩
序
の
維
持
（
卜
g
守
o
魯
言
浮
巴
言
眞
q
霞
國
①
9
富
o
鼠
…
鑛
）
と
パ
ラ
フ
ラ
ジ
ー

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
）

レ
ン
せ
ら
れ
て
よ
い
。
問
題
倣
と
く
に
法
的
亭
和
と
い
ふ
表
現
に
あ
る
。
法
的
耶
和
は
二
義
的
で
あ
る
。
一
義
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
、
紛
雫
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

決
読
に
近
接
す
る
。
多
く
は
、
し
か
し
、
法
秩
序
維
持
読
と
異
な
ら
ぬ
。
・
從
つ
て
、
法
的
雫
和
を
掲
げ
る
者
を
も
、
概
し
て
法
秩
序
維
持
読
の
グ

　
　
　
　
　
　
（
二
二
）

ル
ッ
ペ
に
加
へ
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
個
人
に
封
す
る
肚
會
の
慣
値
の
再
濃
見
に
と
も
な
つ
て
、
訴
訟
制
度
の
客
観
的
側
面
が
次
第
に
強
調
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
は
自
然
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
三
）

る
。
ひ
と
こ
ろ
、
こ
の
側
面
の
彊
調
は
全
龍
主
義
高
揚
の
政
策
に
奉
仕
し
た
。
ア
ギ
タ
チ
オ
ン
は
僅
か
の
顧
慮
に
も
値
し
な
い
。
し
か
し
、
イ
デ

オ
・
ギ
ー
分
隆
替
の
跡
に
、
肚
禽
的
考
察
の
覗
黙
が
、
確
立
せ
ら
れ
て
残
つ
た
こ
と
は
、
顯
著
且
つ
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
法
秩
序
維
持
読
に
よ
れ
ば
、
私
人
に
と
つ
て
前
面
に
立
つ
個
別
的
利
釜
の
保
護
ば
、
客
観
法
確
詮
の
手
段
で
あ
り
効
果
で
あ
る
に
他
な
ら
な

い
。
個
人
的
な
椹
利
保
護
の
必
要
か
ら
で
な
く
し
て
、
國
家
的
な
法
令
現
行
の
必
要
か
ら
、
制
度
と
し
て
の
訴
訟
は
生
ま
れ
る
と
み
る
所
に
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
四
）

の
見
解
の
核
心
が
あ
る
。
さ
う
し
て
、
か
や
う
な
見
解
こ
そ
、
最
近
で
は
古
典
派
に
代
は
る
支
配
読
を
成
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
紛
璽
の
解
決
と
具
盤
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
（
五
六
五
）



　
　
　
紛
事
の
解
決
と
具
農
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
（
五
六
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
五
）

　
尤
も
、
通
論
は
、
折
衷
・
妥
協
の
途
を
え
ら
び
、
私
椹
の
保
護
と
法
秩
序
の
維
持
と
を
、
同
位
的
に
相
並
ぶ
ふ
た
つ
の
目
的
と
規
定
す
る
。
相

互
に
矛
盾
す
る
償
値
で
あ
れ
ば
、
一
制
度
の
相
並
ぶ
目
的
と
は
な
り
え
な
い
っ
そ
れ
に
も
拘
ら
す
爾
者
間
に
少
し
の
段
階
的
な
優
劣
を
も
認
め
ま

い
と
す
る
の
は
、
實
は
爾
者
を
矛
盾
し
な
い
と
み
る
こ
と
、
私
椹
の
保
護
を
既
に
肚
會
的
秩
序
の
面
か
ら
考
へ
て
ゐ
る
こ
と
の
告
白
で
あ
る
。
．
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

論
は
、
法
秩
序
維
持
論
の
排
斥
で
な
く
、
そ
の
支
配
に
服
す
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
敢
て
最
近
の
大
勢
は
法
秩
序
維
持
詮
の
支
配
下
に
あ
る
と
認

め
た
い
。

　
通
論
が
二
足
の
草
鮭
を
履
か
う
と
す
る
の
は
、
態
度
自
膿
の
當
否
は
別
と
し
て
、
よ
く
問
題
の
所
在
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
去
就

の
苦
悩
が
語
る
や
う
に
、
選
揮
は
、
從
來
、
二
極
の
間
で
考
へ
ら
れ
て
き
た
。
権
利
の
保
護
か
、
法
秩
序
の
維
持
か
、
と
い
ふ
こ
と
が
、
制
度
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
）

的
の
問
題
と
し
て
立
て
ら
れ
る
慣
例
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　（三

）
≦
。
ω
90
器
ぴ
≧
飼
Φ
日
①
勘
β
①
写
o
N
o
浮
o
o
暮
匹
o
育
ρ
劇
霞
一
慰
”
お
蟄
》
ω
。
ご
》
ω
9
蜜
堺
ρ
U
器
園
0
9
富
ω
。
ゴ
叶
N
冨
象
篤
鼠
。Q
｝
国
Φ
二
甘
”
一
〇
㎝
ρ

　
　
ω
・
一
ご
臼
O
図
廿
目
●
距
昌
日
“
一
。

（
四
）
｝
ぎ
昼
智
邑
薯
＝
。
巴
Φ
塞
含
二
三
一
暮
邑
曇
葺
巽
一
レ
書
置
一
。
。
。
。
翠
世
一
』
婁
目
レ
唇
郵

　（

五
）
　
O
●
0
9
ダ
国
o
o
げ
富
馨
ゲ
目
欝
び
Φ
的
Φ
げ
り
①
昌
q
β
画
》
冨
の
も
目
目
o
げ
の
げ
o
銭
叶
蒔
q
＝
騎
冒
伊
β
o
ゴ
Φ
劇
e
O
P
ω
ω
知
鐸
o
o
｝

　
（
山
ハ
）
　
＜
『
”
O
げ
一
90
●
餌
。
O
こ
ω
ω
’
僻
目
●
9
同
一
’

　
（
七
）
一
譲
餌
o
F
鐸
鉾
O
こ
ψ
♪
卜

　（八

）
　
を
餌
o
F
鉾
鉾
O
こ
ω
●
o
o
。

　（

九
）
　
ミ
零
ダ
鉾
鉾
O
こ
OQ
ψ
・
o
F
O
・
㈱
一
昌
一
ド
引
用
句
中
の
傍
鮎
は
原
丈
の
張
調
箇
所
、
以
下
も
同
じ
。

　
（
一
〇
）
　
薫
蓉
F
即
●
鉾
O
こ
ω
ω
，
O
鐸
メ
㈱
一
目
同
一
●

　
（
一
一
）
　
国
●
国
Φ
一
一
薯
蒔
鴇
■
需
ぼ
び
β
魯
自
霧
U
Φ
暮
零
げ
①
ロ
9
£
ξ
8
N
9
お
o
算
9
ω
阜
ど
■
①
甘
匿
単
お
O
o
o
”
幹
図
｝
》
冨
目
●
ド
　
（
訴
訟
目
的
を
客
観
私
法

　
　
の
保
護
に
認
め
て
ゐ
る
乏
す
る
の
は
ワ
ヅ
ハ
を
誤
解
す
る
も
の
と
い
ふ
）
…
oo
餌
9
0
ぴ
毘
昌
映
）
ψ
ド

　
（
一
二
）
小
野
木
課
・
ブ
ラ
イ
・
訴
椹
と
法
的
利
盆
（
原
著
一
九
二
三
年
）
・
二
一
頁
一
四
頁
。

（
一
三
）
界
ω
魯
昆
身
富
ぼ
ぎ
3
岳
の
u
9
誘
魯
窪
疑
琶
℃
甕
g
お
置
N
鏡
島
こ
富
言
套
一
霧
あ
・
．
錦
善
ヲ
ご
望
ま
嘗
9
評
象
墨
鳩



　
　
ω
●
罵
。

（
一
四
）
　
前
出
註
九
本
丈
と
註
哺
○
本
文
と
の
封
比
か
ら
も
こ
の
間
の
消
息
が
覗
へ
る
で
あ
ら
う
。
爾
句
は
封
照
さ
せ
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
ぞ
の
各
後
段
は
ど

　
　
ち
ら
も
、
軍
数
・
無
冠
詞
・
無
修
飾
で
園
①
O
｝
詳
の
語
を
用
ひ
る
。

（
一
五
）
　
国
’
＝
⑩
昌
類
蒔
｝
の
鴫
9
Φ
ヨ
α
o
oo
U
信
①
駐
o
げ
o
昌
N
ぼ
昌
℃
ぎ
N
①
醇
o
o
騨
即
円
①
昌
ど
　
b
①
甘
N
蒔
●
一
¢
置
堕
o
o
o
o
●
一
罫
ド

（
剛
山
ハ
）
　
M
【
〇
一
一
胡
一
㎎
｝
■
①
ゲ
弓
げ
こ
OO
●
鱒
膚
①
図
酔
蝿
，
》
β
窮
。
刈
●

（
一
七
）
　
椹
利
保
護
説
（
濁
）
、
男
oQ
措
冒
｝
b
器
O
貯
昌
旨
o
N
Φ
浮
0
9
甘
昼
望
詩
置
o
｝
①
屋
国
β
高
匡
o
嵐
臼
①
山
霞
　
閃
Φ
魯
訂
毒
諺
器
房
魯
錬
“
ぢ
0
9
ψ

　
　
一
嵩
ご
q
●
O
o
一
房
9
日
凶
騨
℃
N
貯
昌
冥
o
N
①
醇
①
9
“
一
W
霞
一
宣
”
一
旨
P
o
o
。
一
融
…
F
曽
●
冨
・

（
叫
八
）
椹
利
保
護
説
（
日
）
、
雄
本
朗
造
・
民
事
訴
訟
法
（
講
義
筆
記
）
・
大
喝
O
・
上
叫
頁
二
頁
、
細
野
長
良
・
民
事
訴
訟
法
要
義
第
蝿
巻
敷
叫
O
版
・
昭
一

　
　
〇
・
二
頁
、
山
田
正
三
・
日
本
民
事
訴
訟
法
論
第
一
巻
・
一
〇
版
・
昭
＝
二
・
一
頁
四
頁
一
三
頁
、
紳
谷
健
夫
・
民
事
訴
訟
法
原
論
第
一
編
・
昭
一
一
・
六
頁

　
　
七
頁
、
等
。
最
も
態
度
の
明
確
な
の
は
中
村
宗
雄
博
士
で
あ
る
、
民
事
訴
訟
法
原
理
第
一
巻
・
三
版
・
昭
一
四
・
四
三
頁
、
髄
系
六
二
頁
嘱
八
七
頁
、
訴
訟
法

　
　
學
・
法
律
學
全
書
一
〇
巻
．
・
昭
二
五
・
モ
四
頁
、
民
事
訴
訟
法
要
論
第
｝
分
珊
・
昭
こ
七
・
輔
八
頁
。

（
一
九
）
　
客
観
的
側
面
の
強
調
、
ω
9
葺
営
“
鉾
鉾
O
こ
プ
ラ
イ
小
野
木
前
掲
…
≦
●
国
帥
零
7
U
①
目
房
魯
霧
N
零
出
冥
O
N
9
8
9
“
恥
’
》
‘
O
こ
、
窃
F
ト

　
　
切
〇
二
一
ン
一
旨
P
ω
●
o
o
’

（
二
〇
）
　
ダ
閑
o
器
β
げ
霞
堕
，
b
Φ
ぼ
げ
償
9
山
霧
U
①
q
訂
9
①
β
N
貯
昌
隠
o
器
醇
g
算
即
野
臣
β
自
こ
冒
鄭
β
9
①
フ
一
逡
薗
や
国
参
照
。

（
二
一
）
　
二
義
の
匠
別
と
態
檬
は
後
出
第
三
節
。

（
一
三
）
¢
箆
。
試
亀
9
b
⑦
ぼ
再
魯
翁
冨
暮
。
・
3
雲
N
三
骨
。
邑
お
魯
貫
。
。
臣
島
。
る
亀
宮
口
襲
あ
の
藁
鐸
蝉
の
ご
と
し
。

（
二
三
）
　
こ
の
間
の
消
息
は
、
中
村
前
掲
禮
系
五
七
頁
以
下
、
齋
藤
常
三
郎
・
現
代
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
・
日
本
國
家
科
學
大
系
六
巻
所
牧
・
昭
■
一
六
・
四
四
頁
以

　
　
　
　
　
　
　
ヌ

　
　
下
、
宮
崎
澄
夫
・
全
艦
主
義
訴
訟
法
理
論
・
同
上
所
牧
・
一
九
頁
以
下
。

（
二
四
）
　
法
秩
序
維
持
説
、
國
o
器
昌
げ
電
寧
勲
勲
O
こ
ψ
oo
廟
鋭
乞
涛
謎
o
F
曽
≦
一
肩
o
器
評
o
魯
“
鱒
》
5
山
こ
円
伊
び
ぎ
瞬
①
劇
一
翫
層
o
o
o
o
。
b
o
戸
o
o
嚇
験
子
｝
●

　
　
民
事
訴
訟
法
概
論
・
八
版
・
昭
一
八
・
五
頁
、
山
木
戸
前
掲
二
六
頁
。

（
二
五
）
　
椹
利
保
護
呆
法
秩
序
維
持
読
、
男
b
①
暑
｝
N
貯
昌
胃
o
器
浮
①
o
算
｝
o
o
》
‘
口
‘
国
臼
冒
ダ
一
潔
P
卯
b
D
…
齋
藤
常
三
郎
前
掲
二
九
頁
六
〇
頁
、
加
藤
正
治

　
　
民
事
訴
訟
法
要
論
・
昭
一
二
・
六
頁
註
一
、
野
間
繁
・
民
事
訴
訟
法
學
概
説
・
昭
二
五
・
九
頁
一
〇
頁
、
等
。

（
二
六
）
　
典
型
的
な
問
題
の
立
て
方
、
中
村
艦
系
五
六
頁
。

紛
箏
の
解
決
と
具
艦
法

七
　
　
（
五
六
七
）



紛
雫
の
解
決
と
具
盟
法

八
　
　
（
五
六
八
）

三

　
爾
読
は
、
し
か
し
、
い
づ
れ
も
支
持
で
き
な
い
、
．
と
考
へ
る
。
権
利
の
保
護
も
、
法
秩
序
の
維
持
も
、
抽
象
的
法
令
の
存
在
を
前
提
と
す
る
こ

と
に
攣
は
り
は
な
い
。
法
秩
序
が
豫
め
存
立
し
て
、
後
に
は
じ
め
て
そ
の
維
持
と
い
ふ
こ
と
が
語
ら
れ
う
る
。
権
利
が
あ
つ
て
は
じ
め
て
、
そ
の

保
護
と
い
ふ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
椹
利
の
襲
生
・
攣
更
・
消
滅
も
、
法
令
適
用
の
結
果
で
あ
ら
う
。
法
令
の
な
い
と
こ
ろ
に
、
訴
訟
は
あ
り
え

な
い
こ
と
に
な
る
筈
で
あ
る
。

　
此
の
こ
と
は
き
し
か
し
、
第
一
に
、
歴
史
上
の
事
實
に
反
し
な
い
か
。
法
令
の
整
備
が
近
代
の
現
象
で
、
古
く
か
ら
今
日
の
ご
と
く
で
な
か
つ

た
こ
と
は
疑
が
な
い
。
そ
の
所
謂
洪
令
を
成
文
法
に
限
る
必
要
は
勿
論
な
い
。
不
丈
の
慣
脅
法
を
加
へ
て
も
、
過
去
が
現
在
よ
り
法
の
秩
序
に
お

い
て
ヨ
リ
不
完
全
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
雫
の
鯨
地
が
な
い
で
あ
ら
う
。
さ
ヶ
し
て
、
そ
の
過
去
に
お
い
て
、
訴
訟
は
明
か
に
存
在
し
た
。
原
始
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
）

種
族
的
集
團
の
内
部
に
す
ら
、
酋
長
の
手
に
よ
つ
て
『
當
事
者
間
の
理
非
直
曲
を
明
ら
か
に
し
て
紛
孚
を
庭
理
す
る
こ
と
』
が
存
は
れ
た
。
，
コ
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
二
八
）
　

ン
・
ロ
ウ
の
許
さ
ぬ
裁
判
が
エ
ク
ヰ
テ
ィ
と
し
て
英
米
判
例
法
の
一
牛
を
形
成
し
え
た
こ
と
も
、
歴
史
の
示
す
事
實
で
あ
る
ゆ
法
秩
序
を
訴
訟
に

先
行
せ
し
め
る
爾
読
は
、
事
實
に
浴
は
な
い
論
で
あ
る
。

　
司
法
手
績
成
形
以
前
の
裁
判
手
績
は
訴
訟
で
は
な
い
の
だ
と
い
ふ
こ
と
は
、
用
語
の
間
題
と
し
て
は
正
し
い
が
、
有
の
難
黙
を
避
け
る
答
辮
に
は

な
り
え
な
い
。
裁
判
手
績
の
司
法
手
績
化
は
、
そ
の
改
編
が
裁
判
手
績
の
目
的
に
適
合
す
る
故
に
行
は
れ
た
に
相
違
な
い
。
形
式
的
目
的
よ
り
は

實
質
的
目
的
が
、
個
別
的
孤
立
的
な
不
統
一
な
理
解
よ
り
は
統
白
的
な
理
解
が
、
そ
れ
ぞ
れ
好
ま
し
い
と
い
ふ
道
理
を
否
定
し
な
い
者
は
、
司
法

と
い
ふ
政
策
的
な
形
式
を
離
れ
・
前
後
を
通
じ
て
共
通
な
・
制
度
の
目
的
を
追
求
せ
ざ
る
を
え
ぬ
の
で
あ
る
。
法
令
整
備
以
前
の
裁
判
も
ま
た
、

常
に
法
の
適
用
で
あ
つ
た
、
と
読
く
こ
と
も
、
難
黙
同
避
の
効
は
な
い
。
後
に
い
は
れ
る
法
の
概
念
が
、
前
に
い
は
れ
肉
法
の
概
念
と
、
喰
違
ふ

こ
と
に
な
る
に
過
ぎ
ぬ
。
論
者
の
立
場
か
ら
の
繹
明
は
恐
ら
く
成
立
つ
籐
地
が
な
い
。



　
事
實
を
離
れ
て
、
他
面
、
爾
論
は
、
理
論
的
に
成
立
つ
か
。
疑
問
の
黙
は
二
つ
で
あ
る
。
日
は
く
、
も
し
法
令
が
訴
訟
に
先
立
つ
べ
き
も
の
と

づ
る
な
ら
ぱ
、
法
令
は
完
全
た
り
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
、
果
し
て
こ
れ
は
可
能
で
あ
る
か
。
ま
た
目
は
く
、
没
令
か
ら
切
離
さ
れ
て
は
裁
判

は
全
く
不
能
な
も
の
で
あ
る
か
。
こ
の
い
づ
れ
も
が
肯
定
せ
ら
れ
る
と
き
、
は
じ
め
て
爾
論
の
根
捺
は
立
つ
。
い
か
な
る
場
合
に
巡
拒
否
で
き
な

い
裁
判
は
、
法
令
が
完
全
で
あ
つ
て
漸
く
後
法
的
存
在
で
あ
り
う
る
し
、
無
訴
訟
に
ま
さ
る
法
外
訴
訟
は
、
可
能
で
あ
る
か
ぎ
り
は
望
ま
れ
て
よ

い
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
肚
禽
が
不
断
に
進
展
す
る
か
ら
に
は
、
成
文
法
は
當
然
ぢ
き
に
杜
會
か
ら
遊
離
す
る
。
立
法
者
の
不
手
際
を

別
論
に
し
て
も
、
限
界
を
も
つ
成
丈
法
の
成
長
が
、
限
界
を
も
牝
ぬ
杜
會
の
穫
展
と
、
一
致
し
よ
う
壱
は
豫
期
し
え
な
い
。
慣
脅
法
で
さ
へ
も
、

肚
會
的
新
事
實
の
襲
生
と
と
も
に
襲
生
は
で
き
ぬ
。
法
令
に
は
寧
ろ
顯
在
・
潜
在
の
多
く
の
欠
嵌
の
存
す
る
こ
と
が
常
態
で
、
法
令
の
完
全
は
た

う
て
い
豫
定
で
き
ぬ
所
で
あ
る
。
法
令
か
ら
切
離
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
が
不
能
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
考
へ
え
な
い
と
言
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
法
令
の
適
用
が
行
は
れ
え
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
肚
會
に
と
つ
て
も
關
係
私
人
に
と
つ
て
も
有
釜
な
・
第
三
者
的
自
己
目
的
的
制
断

と
い
ふ
構
造
で
の
・
申
立
ー
審
理
ー
結
審
の
手
績
・
は
存
在
し
う
る
。
後
法
読
に
は
必
要
な
理
論
的
前
提
が
敏
け
て
ゐ
る
。

　
元
來
、
司
法
と
い
ふ
構
造
は
、
裁
制
官
判
断
の
準
則
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
受
規
者
一
般
に
周
知
・
承
認
せ
し
め
、
そ
の
監
覗
の
も
と
に
、
判
断

者
の
恣
意
を
抑
制
し
よ
う
と
の
意
圖
に
出
で
る
。
準
則
が
豫
定
せ
ら
れ
て
、
の
ち
に
法
令
が
登
場
す
る
。
裁
判
が
間
題
自
髄
の
條
件
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
司
法
が
訴
訟
を
前
提
と
こ
そ
は
す
れ
、
決
し
て
後
者
が
前
者
を
前
提
と
し
て
は
ゐ
な
い
。
恰
も
、
法
治
主
義
の
以
前
か
ら
政
治
は
あ
り
、

鐵
筋
築
法
の
以
前
か
ら
建
物
は
あ
る
と
同
一
で
あ
る
。
民
事
訴
訟
の
制
度
目
的
は
、
法
令
と
の
結
合
以
前
に
お
い
て
、
こ
れ
を
求
め
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

　
目
的
論
孚
の
共
通
の
基
盤
は
、
民
事
訴
訟
の
紛
雫
解
決
機
能
に
他
な
ら
ぬ
。
訴
訟
が
こ
の
機
能
を
も
て
ば
こ
そ
、
椹
利
の
保
護
も
、
法
秩
序
の

維
持
も
期
待
せ
ら
れ
る
効
果
に
な
る
。
裁
判
と
か
国
暮
ω
畠
①
宣
巨
瞬
と
か
い
ふ
言
葉
そ
の
も
の
が
、
紛
議
の
存
在
を
豫
定
す
る
も
の
で
、
常
識

が
殆
ど
不
可
分
に
紛
雫
を
訴
訟
に
結
合
し
て
ゐ
る
こ
と
も
、
極
め
て
顯
著
な
事
實
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
典
の
用
語
や
、
學
者
の
表
現
に

　
　
　
紛
争
の
解
決
と
具
髄
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
五
六
九
）



　
　
　
紛
雫
分
解
決
と
具
罷
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
○
　
　
（
五
七
〇
）

も
、
随
所
に
そ
の
詮
跡
を
示
し
て
ゐ
る
。
紛
議
の
解
決
（
民
訴
三
五
二
條
Y
民
事
上
の
箏
（
三
五
六
條
V
孚
鮎
（
一
九
一
條
Y
攻
撃
防
禦
方
法
（
二

三
九
條
・
二
四
四
條
・
四
二
〇
條
・
等
）
・
中
間
の
箏
（
二
三
四
條
．
一
八
四
條
）
・
法
律
上
の
争
訟
（
裁
享
條
）
晶
富
昌
畠
馨
8
帥
叶
（
濁
民
訴
八
八
條
．
九
｝
條
）
・

ω
嘗
Φ
誘
蓉
冨
（
二
六
三
條
）
・
即
8
鐸
霧
黛
Φ
置
㎎
犀
o
言
（
濁
裁
構
ご
二
條
）
等
女
は
、
法
典
用
語
の
實
例
で
あ
る
。
『
不
安
定
や
紛
孚
を
終
局
さ
せ
る
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
九
）

段
』
が
訴
訟
で
あ
る
と
い
ぴ
、
　
『
そ
の
理
念
に
從
へ
ば
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
紛
雫
裁
決
（
ω
貫
Φ
詳
①
暮
零
冨
一
身
昌
㎎
）
に
訴
訟
は
奉
仕
す
る
も
の

　
　
　
　
（
三
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
一
二
）
　
　
も

で
あ
る
』
と
詮
き
、
民
事
訴
訟
は
裁
判
所
が
『
私
法
上
の
紛
雫
を
法
規
に
蓮
ひ
解
決
す
る
庭
の
國
家
的
制
度
で
あ
』
る
と
言
ふ
が
ご
と
き
は
、
教

科
書
の
表
現
の
實
例
で
あ
る
。
梅
利
保
護
論
に
せ
よ
法
秩
序
維
持
読
に
せ
よ
、
、
紛
孚
解
決
の
事
實
か
ら
出
穫
し
て
、
そ
の
上
に
理
論
的
規
定
を
構

成
し
て
ゐ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
じ

　
爾
論
は
そ
の
理
論
的
構
成
を
、
法
令
の
面
か
ら
企
て
た
。
紛
争
解
決
と
言
ふ
事
實
を
、
法
現
象
と
し
て
理
解
す
る
途
は
、
法
令
と
の
結
合
に
求

め
る
ほ
か
な
い
と
考
へ
ら
れ
た
爲
で
あ
ら
う
。
い
ま
我
々
は
法
令
を
排
除
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
知
つ
た
。
さ
う
し
て
、
法
令
を
排
除
す
れ
ぱ
、
紛
雫

解
決
そ
の
も
の
が
、
訴
訟
目
的
と
見
ら
れ
る
ほ
か
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の

　
同
じ
や
う
な
企
て
は
、
既
に
、
法
的
手
和
論
の
一
部
に
認
め
え
た
。
シ
ェ
ン
ケ
に
よ
つ
て
こ
れ
を
観
よ
う
。
日
は
く
、
　
『
制
度
と
し
て
の
民
事

の
　
の
　
の
　
の
　
の

訴
訟
の
目
的
は
、
椹
利
保
護
の
供
與
に
よ
る
法
の
確
謹
と
、
法
的
李
和
の
保
護
と
を
、
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
古
典
的
民
事
訴
訟
法
學
に
よ
つ

て
、
カ
を
寵
め
、
法
の
確
鐙
と
い
ふ
こ
を
が
、
訴
訟
制
度
の
唯
一
の
目
的
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
（
註
略
）
。
こ
れ
は
狡
き
に
す
ぎ
る
と
思
は
れ
る
。
棲

利
の
保
護
と
相
並
ん
で
同
じ
資
格
で
、
法
的
干
和
の
保
護
が
訴
訟
目
的
と
し
て
立
つ
の
で
あ
る
。
法
の
確
謹
は
誤
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、

に
も
拘
ら
す
、
實
質
的
に
不
當
な
判
決
も
、
既
判
力
に
よ
つ
て
認
可
せ
ら
れ
る
。
實
質
的
に
不
當
な
判
決
も
既
判
力
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
と
い
ふ

可
能
性
は
、
訴
訟
が
、
法
の
確
誰
の
ほ
か
に
も
、
別
の
猫
自
の
目
的
と
し
て
、
法
的
李
和
の
保
護
（
島
o
≦
磐
巨
昌
㎎
α
窃
閃
9
馨
殊
風
a
Φ
凄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
（
三
二
）

を
追
求
す
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
（
註
略
）
』
と
。

　
法
的
干
和
が
た
だ
箪
に
法
秩
序
維
持
の
言
換
へ
に
す
ぎ
な
い
限
り
で
は
、
法
的
雫
和
論
も
法
秩
序
維
持
論
の
一
形
態
を
出
る
も
の
で
な
い
。
後



者
か
ら
前
者
が
匝
別
せ
ら
れ
る
の
は
、
法
に
依
存
し
な
い
判
決
に
第
一
次
的
な
意
義
を
承
認
す
る
所
に
お
い
て
で
あ
る
。
法
的
手
和
を
法
秩
序
の

破
綻
な
き
現
行
の
意
昧
で
口
に
す
る
も
の
は
、
何
も
特
殊
な
意
義
を
も
た
ぬ
・

　
法
秩
序
維
持
論
か
ら
逼
別
せ
ら
れ
た
法
的
手
和
規
も
、
そ
れ
自
膿
の
、
論
理
に
は
誤
謬
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
論
理
の
大
前
提
と
し
て
、
訴
訟
が
法

令
現
行
の
保
障
機
樽
で
あ
る
こ
と
を
豫
定
す
る
。
事
實
は
さ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
判
決
は
「
誤
ら
れ
る
」
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
法
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ

李
和
も
ま
た
訴
訟
の
濁
立
の
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
詮
く
の
で
あ
る
。
法
令
の
現
行
保
陣
を
訴
訟
の
理
念
と
み
る
立
場
か
ら
は
、
法
令
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
し

適
用
で
な
い
判
決
は
現
實
の
病
理
現
象
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
「
誤
ら
れ
る
」
と
い
ふ
表
現
は
よ
く
こ
の
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
理
念
的
老
察
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
も
　
ヤ

現
實
的
考
察
と
を
混
用
す
畜
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
誤
つ
た
判
決
が
既
判
力
を
も
つ
事
實
が
法
的
準
和
な
の
だ
と
い
ふ
矛
盾
は
、
こ
の
方
法
的
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
三
）

謬
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。
法
的
干
和
論
は
そ
の
も
の
と
し
で
は
奈
何
に
し
て
も
支
持
で
き
な
い
。

　
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、
こ
の
論
が
、
法
令
に
よ
ら
ぬ
判
決
の
目
的
適
合
性
を
正
面
か
ら
取
上
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
示
唆
に
富
む
も
の
と
言
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。
法
令
現
行
の
保
障
を
も
つ
て
、
論
理
の
大
前
提
に
立
て
た
所
に
誤
謬
が
胚
胎
す
る
。
法
令
を
ま
た
す
し
て
訴
訟
が
可
能
且
つ
有
釜

で
あ
る
こ
と
を
奪
直
に
承
認
し
、
法
令
を
捨
棄
す
る
ご
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
）

’
民
事
訴
訟
の
目
的
を
、
端
的
に
紛
孚
の
解
決
と
規
定
す
る
試
み
は
、
最
近
鍍
子
教
授
に
よ
つ
て
提
唱
さ
れ
た
。
紛
孚
が
『
個
人
に
と
つ
て
も
祉

會
に
と
ウ
て
も
克
服
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
害
悪
で
あ
る
こ
と
』
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
　
『
國
家
と
し
て
も
こ
れ
に
無
關
心
で
は
い
ら
れ
な
い

か
ら
』
國
家
権
力
に
よ
る
強
制
的
解
決
の
手
段
を
具
へ
る
こ
と
に
な
る
。
『
所
が
國
家
が
裁
判
所
に
よ
つ
て
私
人
問
の
紛
雫
の
強
制
的
解
決
を
計

る
に
は
、
輩
に
権
ガ
む
振
り
ま
わ
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
公
正
で
あ
る
黙
で
、
當
事
者
を
納
得
き
せ
て
又
一
般
人
を
信
頼
さ
せ
な
け
れ
ば
目
的
を

達
し
え
な
い
。
一
般
人
と
し
て
は
自
分
の
紛
孚
を
裁
判
所
へ
持
出
せ
ば
、
如
何
に
取
扱
わ
れ
叉
如
何
な
規
準
で
裁
判
さ
れ
る
か
が
豫
想
で
き
な
け

れ
ば
安
心
で
き
な
い
。
そ
こ
で
一
方
で
は
、
解
決
す
る
に
つ
い
て
如
何
な
内
容
の
裁
判
を
す
べ
き
か
の
規
準
を
法
律
と
し
て
定
め
、
裁
判
は
こ
れ
が

適
用
に
よ
る
こ
と
と
し
、
叉
他
面
事
件
を
如
何
に
塵
理
す
る
か
帥
ち
裁
判
の
形
式
方
法
も
法
律
で
一
定
し
て
、
こ
れ
を
遵
守
し
て
塵
理
さ
せ
る
こ

　
　
　
　
紛
箏
の
解
決
と
具
髄
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
五
七
一
）



　
　
　
紛
雫
の
解
決
と
具
髄
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
（
五
七
二
）

と
と
す
る
』
。
『
民
事
訴
訟
の
必
要
は
、
理
論
上
法
律
以
前
に
あ
る
も
の
で
、
法
に
依
る
裁
判
叉
は
裁
判
の
司
法
作
用
は
そ
の
手
段
を
成
す
も
の
で

　
　
（
三
五
）

あ
る
…
…
』
。
『
法
膣
系
の
論
理
的
構
造
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
、
民
事
訴
訟
の
目
的
を
後
法
律
的
に
考
え
』
る
こ
ど
な
く
、
『
國
家
権
力
に
よ
る
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
六
）

人
間
の
紛
孚
乃
至
は
利
害
の
衝
突
の
、
解
決
調
整
』
を
端
的
に
訴
訟
相
的
と
し
て
承
認
す
る
べ
き
で
あ
る
。
か
や
う
に
論
者
は
言
は
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
從
來
、
紛
箏
の
解
決
と
い
ふ
こ
と
は
、
必
す
し
も
訴
訟
が
雫
を
前
提
と
し
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
現
實
を
楯
に
と
つ
て
、
否
定
せ
ら
れ
る
風
が
彊
か

（
三
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

つ
た
。
現
實
的
に
は
、
し
か
し
、
紛
雫
を
廣
義
に
解
す
る
こ
と
、
お
よ
び
形
式
的
民
事
訴
訟
を
混
入
し
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
種
の
非
難
は

避
け
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
理
念
的
に
、
も
し
紛
孚
が
全
く
な
か
つ
た
場
合
を
假
定
し
て
、
そ
れ
で
も
訴
訟
が
、
殊
に
論
難
者
の
い
は
ゆ
る
無

紛
孚
事
件
の
訴
訟
形
式
に
よ
る
庭
理
が
、
行
は
れ
う
る
で
あ
ら
う
か
を
考
へ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
右
の
非
難
が
目
的
論
議
に
無
用
で
あ
る
こ
と
を

知
り
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
こ
れ
と
共
に
、
訴
訟
を
關
係
者
の
協
力
作
業
と
み
る
耶
和
的
訴
訟
観
、
或
は
當
事
者
が
訴
訟
に
お
い
て
も
國
家
目
的
に
奉
仕
す
る
べ
き
こ
と
を

読
く
國
家
主
義
的
訴
訟
観
を
誇
構
し
て
、
訴
訟
は
紛
雫
で
も
闘
雫
で
も
な
い
と
断
じ
、
こ
の
立
場
か
ら
紛
雫
解
決
論
に
反
情
を
示
す
傾
向
も
あ

（
三
八
）

る
。
協
力
が
望
ま
し
い
こ
と
は
燧
か
で
あ
る
。
だ
が
、
望
ま
し
い
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
事
の
本
質
を
推
し
う
惹
か
。
規
律
し
て
ゐ
て
ほ
し

い
當
爲
が
、
常
に
現
に
そ
こ
で
規
律
し
て
ゐ
る
と
は
限
ら
な
い
。
假
に
ま
た
、
協
力
を
命
じ
る
當
爲
が
訴
訟
を
現
に
導
い
て
ゐ
る
こ
と
を
認
め
る

と
し
て
も
、
當
爲
が
す
ぐ
に
法
の
理
念
で
あ
り
う
る
か
。
高
遠
な
宗
教
的
道
徳
的
な
導
標
は
、
法
の
理
念
と
し
て
過
剰
で
あ
る
。
縦
ん
ば
、
更
に

協
力
を
訴
訟
の
制
度
理
念
と
し
て
捉
へ
う
る
と
假
定
し
て
も
、
關
係
、
主
髄
は
一
た
い
、
何
に
よ
つ
て
そ
の
仕
事
を
動
機
づ
け
ら
れ
、
何
に
む
か
つ

て
そ
の
カ
を
注
ぎ
、
何
を
も
つ
て
そ
の
仕
事
の
終
了
と
す
る
か
。
主
盟
面
を
封
象
面
忙
無
反
省
に
擾
大
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
い
ぱ
ん
や
、

訴
訟
に
よ
つ
て
當
事
者
が
相
容
れ
ぬ
爾
極
に
お
い
て
自
己
の
死
活
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
事
實
は
蔽
ひ
え
な
い
。
干
和
的
訴
訟
観
や
國
家
主
義
的
訴

　
観
に
は
、
言
葉
の
「
あ
や
」
を
除
い
て
み
る
と
ぎ
、
紛
孚
解
決
読
を
斥
け
う
る
何
物
を
も
認
め
え
な
い
。

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も

訟
紛
孚
解
決
論
の
功
績
は
、
か
う
し
て
、
訴
訟
の
前
法
的
な
性
格
を
、
洗
出
し
て
人
に
示
し
た
所
に
あ
る
。
そ
の
際
に
豫
想
せ
ら
れ
る
二
三
の
反



擾
も
、
右
に
見
る
や
う
に
、
輩
な
る
語
感
の
問
題
が
主
で
、
理
論
的
に
は
謂
は
れ
が
な
い
。
椹
利
保
護
論
や
法
秩
序
維
持
論
を
斥
け
て
、
我
女
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
九
）

こ
の
論
を
ヨ
リ
優
れ
た
も
の
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
二
七
）
　
船
田
享
二
・
法
律
思
想
史
・
昭
二
二
・
二
〇
頁
。

　
（
二
八
）
　
伊
東
・
エ
ク
ヰ
テ
ィ
の
四
段
階
・
法
學
研
究
一
二
巻
』
昭
二
三
・
八
號
三
一
頁
以
下
（
正
誤
表
同
一
〇
號
六
一
頁
）
、
　
エ
ク
ヰ
テ
ィ
を
縫
る
問
題
．
私
法

　
　
　
扁
巻
・
昭
二
四
・
六
九
頁
以
下
。

　
（
二
九
）
　
目
Φ
β
“
勲
鉾
O
こ
ψ
卜

　
（
三
〇
）
　
2
簿
M
零
F
欝
．
勲
O
‘
oo
。
F

　
（
三
一
）
　
中
村
原
理
七
頁
。

　
（
三
二
）
》
●
乙0
9
ぎ
犀
①
（
ω
器
営
山
9
一
器
ど
国
o
旨
ヨ
o
β
富
5
嵩
D
》
百
幹
｝
国
P
ど
円
聾
げ
嘗
鐙
Φ
『
ぢ
お
矯
国
筥
ど
の
¢
一
戯
餌
戸
一
ヨ
ピ
①
ぼ
ご
こ
oo
・
ヨ

　
　
　
尉
o
α
σ
り
協
‘
ω
。
一
ピ

　
（
三
三
）
　
OQ
餌
巨
Φ
さ
》
＝
㎎
こ
ω
・
倉
》
β
ヨ
・
些
の
前
牛
は
、
シ
ェ
ン
ケ
の
コ
ヌ
ル
タ
ー
ル
を
畢
げ
、
同
旨
の
批
剣
，
を
加
へ
て
ゐ
る
。
の
”
‘
o
さ
O
『
β
β
皇
こ
ψ
嵜
・

　
　
　
参
照
。

　
（
三
四
）
　
紛
事
解
決
説
、
桑
子
叫
・
民
事
訴
訟
の
出
登
黙
に
立
返
っ
て
・
法
學
協
會
雑
誌
六
五
巻
・
昭
一
＝
一
・
二
號
二
〇
頁
以
下
（
民
事
法
砺
究
第
一
巻
再
版
昭
こ

　
　
　
五
所
牧
）
。
前
出
註
二
四
餓
子
に
封
す
る
改
読
。
中
村
學
七
五
頁
が
こ
れ
を
椹
利
保
護
説
と
し
て
紹
介
せ
ら
れ
る
の
は
誤
解
で
あ
ら
う
。

　
（
三
五
）
　
兼
子
出
嚢
ニ
ニ
頁
二
三
頁
（
研
究
四
七
九
頁
四
八
O
頁
）
。

　
（
三
六
）
条
子
出
登
二
〇
頁
一
コ
頁
（
研
究
四
七
七
頁
）
。

　
（
三
七
）
国
O
器
β
げ
霞
単
鉾
勲
O
こ
ω
ω
一
‘
●
碧
国
①
昌
且
単
OQ
懐
‘
ψ
碧
国
ざ
置
輪
巴
ざ
び
鉾
鉾
O
‘
φ
’
b
o
馴
中
島
弘
道
・
民
事
訴
訟
は
果
し
て
雫
か

　
　
　
（
二
）
・
法
律
新
報
四
五
二
號
・
昭
一
一
・
四
頁
、
等
。

八
三
八
）
　
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
『
職
に
お
い
て
汝
の
穫
利
を
見
出
す
ぺ
し
』
に
封
立
潭
せ
た
ダ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
公
式
『
能
ふ
か
ぎ
り
和
に
お
い
て
汝
の
椹
利
を
行
使
す

　
　
　
べ
し
』
（
ω
伊
q
①
ぴ
O
旨
β
亀
こ
ω
●
竃
9
》
昌
旨
●
“
）
。
中
島
弘
道
・
裁
剣
の
創
造
性
原
理
・
昭
一
六
・
二
三
五
頁
三
四
〇
頁
五
二
八
頁
、
民
事
訴
訟
は
果
し
て

　
　
　
箏
か
（
一
Y
法
律
新
報
四
五
叫
號
・
昭
一
一
・
二
頁
三
頁
、
（
二
）
五
頁
、
其
他
。

　
（
三
九
）
　
紛
箏
解
決
説
支
持
、
山
木
戸
克
己
・
民
事
訴
訟
法
・
昭
二
五
二
一
三
頁
（
前
出
註
二
四
山
木
戸
は
こ
れ
に
謝
す
る
改
説
か
、
本
書
斯
説
も
既
に
非
常
に
法

　
　
　
秩
序
維
持
説
に
近
い
）
。
な
ほ
、
兼
子
・
條
解
民
事
訴
訟
法
1
・
昭
二
六
・
三
〇
九
頁
三
一
〇
頁
、
民
事
訴
訟
法
（
一
Y
有
斐
閣
全
書
・
昭
二
四
・
五
頁
。

紛
争
の
解
決
と
具
盤
法

ご
二
　
　
（
五
七
三
）



紛
雫
の
解
決
と
具
膿
法

一
四
　
　
（
五
七
四
）

四

　
し
か
し
、
更
に
一
歩
を
進
め
よ
う
。
民
事
訴
訟
の
目
的
が
紛
孚
の
解
決
に
あ
る
の
は
燧
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
志
向
せ
ら
れ
る
も
の
は
果
し
て

紛
孚
の
軍
な
る
解
決
に
止
ま
る
か
。
さ
う
で
は
あ
る
ま
い
、
と
私
は
疑
つ
て
ゐ
る
。
軍
な
る
解
決
で
は
な
く
し
て
、
正
し
い
解
決
、
解
決
の
矩
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
〇
）

か
な
つ
た
解
決
と
い
ふ
こ
と
が
、
民
事
訴
訟
の
目
的
で
あ
ら
う
。

　
紛
雫
を
肚
會
に
と
つ
て
の
害
悪
と
し
、
こ
れ
を
取
除
く
こ
と
を
解
決
と
み
て
、
こ
の
種
の
解
決
こ
そ
が
訴
訟
の
目
的
で
あ
る
と
論
く
か
ぎ
り

は
、
訴
訟
の
特
質
が
湊
却
せ
ら
れ
て
明
か
で
な
い
。
紛
雫
じ
た
い
は
元
來
、
決
し
て
害
悪
で
あ
る
と
は
言
は
れ
な
い
。
無
紛
孚
は
杜
會
の
死
で
、

望
む
べ
き
こ
と
で
も
、
有
り
う
る
こ
と
で
も
な
い
。
問
題
は
紛
雫
じ
た
い
で
な
く
、
そ
れ
が
圓
満
愛
當
に
解
決
せ
ら
れ
す
、
生
活
の
障
害
に
輻
化

し
や
す
い
黙
に
あ
る
。
も
し
も
、
紛
孚
が
常
に
圓
満
・
愛
當
に
解
決
せ
ら
れ
う
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
紛
雪
の
解
決
ガ
間
題
と
し
て
登

場
し
て
く
る
飴
地
は
な
い
。
し
か
も
圓
満
要
當
に
解
決
せ
ら
れ
る
利
害
の
衝
突
で
も
、
紛
孚
で
あ
る
に
は
相
違
な
い
。
さ
う
な
れ
ば
衝
突
は
も
は

や
紛
孚
で
な
い
の
だ
と
い
ふ
反
論
は
、
名
稻
の
問
題
に
露
著
す
る
。
紛
孚
解
決
の
必
要
と
い
ふ
こ
と
は
、
か
く
て
實
は
始
か
ら
、
軍
な
る
解
決
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

意
味
し
て
は
居
ら
す
、
う
ま
く
解
決
す
る
の
必
要
を
指
し
て
ゐ
る
。
紛
孚
自
燈
や
そ
の
輩
な
る
解
決
で
は
な
く
し
て
、
解
決
の
方
法
・
在
り
方
こ

そ
、
紛
孚
解
決
の
必
要
が
語
ら
れ
る
場
合
の
「
問
題
の
核
心
で
あ
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
解
決
の
方
怯
に
は
、
様
友
な
も
の
を
考
へ
う
る
。
論
者

は
國
家
關
與
の
方
虻
に
こ
れ
を
限
定
し
た
。
し
か
し
、
國
家
關
與
の
方
式
に
も
、
な
ぼ
各
様
の
方
式
が
含
ま
れ
う
る
。
そ
の
悉
く
が
訴
訟
で
あ
る

か
。
村
の
駐
在
の
口
き
き
・
仲
裁
は
奈
何
。
競
合
す
る
企
業
の
優
先
認
可
は
奈
何
。
禽
肚
業
務
の
不
正
執
行
を
め
ぐ
つ
て
緊
張
・
も
め
事
の
あ
る

に
際
し
、
裁
判
所
が
株
主
の
請
求
に
基
づ
き
槍
査
役
を
選
任
す
る
の
方
法
は
奈
何
。
等
・
汝
。
訴
訟
の
目
的
を
た
だ
紛
雫
の
解
決
と
規
定
す
る
の

み
で
は
、
訴
訟
の
特
質
は
な
ぼ
明
か
に
せ
ら
れ
な
い
。

　
訴
訟
は
直
接
紛
孚
じ
た
い
に
手
を
下
さ
ぬ
。
そ
こ
で
採
ら
れ
る
解
決
の
方
法
は
、
歩
む
べ
き
道
の
指
示
・
宣
言
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が



諸
他
の
國
家
的
解
決
方
式
か
ら
訴
訟
を
匠
別
す
る
。
解
決
自
膿
に
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
正
し
さ
の
獲
見
に
、
活
動
の
目
標
が
据
ゑ
ら
れ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
後
く
さ
れ
あ
少
い
解
決
が
で
き
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
を
支
へ
る
彊
制
権
力
が
受
容
れ
ら
れ
持
績
し
え
て
行
く
の
で
あ
る
。
訴
訟
か
ら

正
し
さ
へ
の
志
向
を
除
去
す
れ
ば
、
そ
こ
に
そ
の
特
質
は
何
物
も
残
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
二
）

　
こ
の
こ
と
は
、
古
來
、
幾
多
の
史
實
が
、
雄
辮
に
謹
明
し
て
き
た
所
で
あ
る
つ
死
の
般
子
は
何
を
語
る
か
。
障
子
を
隔
て
て
訟
を
．
聴
く
心
く
ば

り
が
、
ど
う
し
て
名
判
官
の
資
格
を
語
る
の
か
。
訴
訟
が
箪
な
る
紛
孚
の
解
決
で
よ
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
逸
話
も
茶
番
劇
に
す
ぎ
な
い
。
司

法
椹
の
濁
立
を
は
か
り
、
嚴
格
精
細
な
手
績
を
法
定
し
、
上
訴
や
再
審
を
認
め
貞
紛
孚
爾
當
事
者
を
封
立
的
に
關
與
せ
し
め
る
等
の
制
度
上
の
諸

考
慮
が
、
箪
な
る
解
決
の
必
要
か
ら
生
ま
れ
な
い
こ
と
は
勿
論
、
近
代
に
お
け
る
法
律
裁
判
主
義
で
す
ら
、
紛
雫
の
正
し
い
解
決
の
必
要
を
前
提

と
し
て
、
は
じ
め
て
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
椹
利
保
護
読
や
法
秩
序
維
持
論
が
、
法
か
ら
出
嚢
し
て
そ
の
適
用
を
訴
訟
と
し
て
読
い
た
こ
と
も
、
解
決
を
軍
な
る
解
決
と
し
て
片
づ
け
え
な

か
つ
た
所
に
根
本
の
動
機
が
あ
ら
う
。
　
『
訴
訟
の
目
的
は
、
し
か
し
、
常
に
一
箇
同
一
、
す
な
は
ち
裁
判
椹
の
行
使
に
よ
る
正
義
の
保
護
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
三
）

こ
と
で
あ
る
』
と
の
ワ
艶
ハ
の
言
葉
は
、
こ
の
間
の
消
息
を
語
つ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
、
法
的
干
和
詮
を
と
く
者
が
、
不
正
判
決
の
既
判
力
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ふ
場
合
あ
る
を
み
て
そ
の
論
を
立
て
な
が
％
、
な
ぼ
且
つ
法
的
弔
和
の
語
を
用
い
た
こ
と
は
、
ご
暦
よ
く
右
の
消
息
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
四
訴

訟
を
軍
な
る
解
決
と
規
定
す
る
態
度
は
、
奮
論
の
短
所
を
棄
て
る
に
急
な
る
蝕
り
、
そ
の
長
所
を
併
せ
て
殺
す
こ
と
に
な
る
と
も
言
は
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

な
ら
ぬ
。
民
事
訴
訟
の
目
的
は
・
決
し
て
た
だ
紛
雫
の
解
決
と
い
ふ
の
み
で
は
足
り
な
い
。
紛
孚
の
正
し
い
解
決
こ
そ
、
訴
訟
の
追
求
す
る
目
的

で
あ
る
。

　
當
然
す
ぎ
る
か
や
う
な
事
理
を
、
紛
孚
解
決
論
者
が
否
定
す
る
意
圖
を
も
つ
と
想
像
は
し
て
ゐ
な
い
。
恐
ら
く
は
論
者
は
言
外
に
は
正
し
い
解

決
た
る
べ
き
と
と
を
豫
定
し
て
居
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
は
『
當
事
者
の
主
張
の
是
非
曲
直
を
判
定
』
す
る
と
言
は
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
四
）

り
、
訴
訟
億
『
軍
に
槽
力
を
振
り
ま
わ
す
だ
け
で
な
く
、
・
：
：
・
公
正
で
：
．
：
な
け
れ
ば
目
的
を
達
し
得
な
い
』
と
言
は
れ
て
ゐ
る
所
な
ど
を
見
る

　
　
　
紛
箏
の
解
決
と
具
腔
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
五
　
　
（
五
七
五
）



　
　
　
紛
箏
の
解
決
と
具
艦
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
（
五
七
六
）

な
ら
ば
、
・
そ
の
主
観
的
意
圖
は
明
瞭
と
も
言
へ
る
。
し
か
し
、
主
観
的
意
圖
は
學
論
の
内
容
と
は
見
ら
れ
な
い
。
右
引
用
句
の
第
」
は
、
訴
訟
の

軍
な
る
技
術
的
構
造
の
ご
と
く
に
輕
く
言
及
せ
ら
れ
た
一
師
に
す
ぎ
な
い
し
、
後
の
引
用
句
は
、
だ
か
ら
法
令
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
ふ

論
明
の
言
葉
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
正
し
く
な
い
解
決
は
始
か
ら
理
念
的
に
訴
訟
で
な
い
と
い
ふ
論
理
は
、
論
明
中
の
ど
こ
に
も
含
ま
れ
て
ゐ
な

（
四
五
）

い
。
客
観
的
に
は
、
紛
孚
解
決
論
は
、
紛
孚
の
軍
な
る
解
決
以
上
の
何
物
を
も
訴
訟
目
的
と
し
て
掲
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
見
る
ほ
か
な
い
。
修

正
の
要
は
回
避
し
え
ぬ
と
思
は
れ
る
。
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ヤ
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ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
セ

　
紛
孚
解
決
論
の
克
服
に
、
示
唆
を
與
へ
る
も
の
は
、
ザ
ウ
ァ
で
あ
る
。
奮
作
で
は
ザ
ウ
ァ
は
、
『
個
汝
の
場
合
に
お
け
る
法
の
確
謹
そ
の
こ
と
が

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
（
四
山
ハ
）

訴
訟
の
目
的
で
あ
る
』
と
言
つ
た
。
『
客
観
法
の
訴
訟
的
形
成
』
が
そ
の
謂
は
ゆ
る
法
の
確
詮
で
あ
り
、
客
観
法
か
ら
『
具
髄
的
法
規
の
漫
見
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
七
）

を
行
つ
た
結
果
が
確
定
せ
ら
れ
た
事
實
と
交
渉
せ
し
め
ら
れ
て
そ
の
謂
は
ゆ
る
法
の
訴
訟
的
形
成
が
行
は
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
法
秩
序
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
四
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、

持
読
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
シ
ェ
ン
ケ
の
評
憤
す
る
通
り
で
あ
る
。
近
著
に
お
い
て
ザ
ウ
ァ
は
、

み
づ
か
ら
醤
読
を
法
秩
序
維
持
読
に
列
し
、

『
も
と
よ
り
既
に
共
同
髄
思
想
が
鏡
く
強
調
せ
的
れ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
が
』
と
辮
明
し
た
上
で
、
『
規
範
は
し
が
し
そ
れ
自
身
の
た
め
に
貫
徹

せ
ら
れ
確
謹
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
共
同
盟
の
目
標
に
の
み
奉
仕
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
法
秩
序
分
う
ち
に
現
れ
た
共
鳳
腱
の
意
思

が
貫
徹
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
だ
か
ら
』
法
秩
序
維
持
論
は
『
形
式
の
過
大
評
慣
に
傾
く
が
故
に
ぼ
か
り
で
な
く
、
既
に
在
る
も
の
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
九
）

即
ち
た
だ
そ
の
適
用
が
行
は
れ
れ
ぱ
よ
い
と
い
ふ
法
規
に
、
満
足
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
故
に
も
、
排
斥
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
と
し
た
。
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『
訴
訟
は
決
し
て
箪
な
る
形
式
”
法
學
的
事
象
で
な
く
、
肚
會
現
象
と
し
て
そ
れ
は
肚
會
倫
理
的
使
命
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
』
と
前
置
き
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し
て
、
曹
読
か
ら
一
歩
進
め
た
立
場
か
ら
、
ザ
ウ
ア
が
論
く
所
は
吹
の
如
く
で
あ
る
。
日
は
く
、
『
す
べ
て
訴
訟
は
、
裁
判
官
に
よ
る
・
法
生
活

、
　
、
、
　
、
訪
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
、
　
、
　
、
　
、
　
b
　
　
、
　
“
、
、
　
、
、
　
　
b
b

の
個
別
的
場
合
（
民
刑
事
件
）
の
・
共
同
髄
債
値
へ
の
・
正
義
に
從
つ
た
・
形
成
で
あ
る
。
裁
制
官
は
一
つ
の
生
活
断
片
を
、
國
家
的
法
共
同
髄
に

で
き
る
だ
け
調
和
し
て
嵌
ま
る
や
う
に
、
し
か
も
常
に
以
前
よ
リ
ヨ
ゲ
良
く
あ
る
や
う
に
、
「
正
す
」
の
で
あ
る
』
。
　
そ
れ
は
、
正
義
へ
の
接
近

で
あ
り
、
高
い
も
の
へ
向
か
つ
て
の
前
進
で
あ
る
。
　
『
反
共
同
膿
的
な
・
少
く
と
も
不
明
か
つ
混
飢
の
歌
態
か
ら
、
「
洪
園
o
o
ま
」
へ
の
上
昇
』



が
そ
こ
で
は
行
は
れ
る
。
賦
、
裁
判
官
は
、
事
件
を
雛
型
た
る
法
令
（
0
8
①
爵
）
で
測
つ
て
、
在
る
も
の
と
し
て
の
、
曽
た
か
だ
か
隠
さ
れ
た
も
の
と

し
て
の
法
入
閃
9
辟
）
を
「
襲
見
す
る
」
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
法
を
、
形
成
し
・
創
造
し
・
「
創
出
す
る
」
べ
き
も
の
で
あ
る
…
…
』
。

提
起
せ
ら
れ
た
申
立
の
ど
ち
ら
が
ヨ
リ
多
く
法
令
に
適
合
す
る
か
を
裁
決
す
る
が
如
き
は
、
裁
判
官
の
眞
實
の
仕
事
で
は
な
く
、
　
『
從
來
存
し
な

　
　
　
ち
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

か
つ
た
新
し
い
慣
値
が
創
造
せ
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
』
の
で
あ
る
。
『
裁
判
官
は
、
個
別
的
事
件
に
つ
い
て
國
家
的
具
髄
的
規
定
6
富
暮
冨
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
し
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
じ
　
　
も
　
　
あ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
じ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ロ

ぎ
昌
5
①
富
ω
暮
目
轟
）
に
鋳
出
す
る
こ
と
北
よ
つ
て
、
肚
會
生
活
中
に
憩
う
て
ゐ
る
諸
憤
値
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。
：
・
…
法
令
は
、
そ
の
嚢
布
の

際
、
法
理
念
の
一
般
的
沈
澱
で
あ
つ
た
。
裁
判
は
、
法
令
に
省
せ
て
作
ら
れ
た
具
膿
的
な
沈
澱
で
あ
る
』
。
訴
訟
は
、
法
の
宣
言
に
と
ど
ま
ら
す

法
の
形
成
（
即
①
魯
富
ひ
q
Φ
馨
巴
言
5
㎎
）
で
あ
り
、
法
の
適
用
に
と
ど
ま
ら
す
法
の
定
立
（
閃
o
o
耳
器
9
鍔
昌
㎎
）
で
あ
り
、
法
の
焚
見
に
と
ど
ま
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
〇
）

法
の
創
造
（
図
o
o
暮
器
魯
9
出
…
㎎
）
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
『
訴
訟
は
裁
判
官
の
創
造
的
な
活
動
に
よ
つ
て
具
膿
法
（
ぎ
冨
寄
9
窃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
一
）

即
8
客
）
を
形
成
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
』
と
。

　
奮
作
が
ら
近
業
へ
の
展
開
は
、
肚
會
倫
理
的
立
場
の
彊
充
で
あ
り
、
徹
底
で
あ
る
。
制
度
の
目
的
は
、
勿
論
、
形
式
法
學
的
課
題
で
な
く
、
肚

會
倫
理
の
間
題
で
あ
る
。
目
的
規
定
に
關
し
て
は
、
こ
こ
に
企
て
ら
れ
た
展
開
は
、
ま
さ
に
正
し
い
方
向
と
言
へ
惹
。
正
し
い
方
向
を
と
つ
た
結

果
が
、
訴
訟
を
法
令
か
ら
分
離
し
、
直
接
に
裁
判
官
を
共
同
膿
意
思
そ
の
馬
の
に
封
決
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
は
、
自
然
の
数
と
構
し
え
よ

う
。
こ
こ
で
裁
判
官
に
封
置
せ
ら
れ
た
共
同
髄
意
思
が
、
法
の
理
念
と
呼
ば
れ
、
正
義
と
い
は
れ
、
具
艦
法
と
名
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
、
重

要
で
あ
る
。
正
し
い
も
の
、
當
爲
へ
の
志
伺
と
い
ふ
こ
と
を
、
訴
訟
の
目
的
規
定
の
中
心
に
置
い
た
黙
で
、
こ
れ
は
紛
孚
解
決
論
に
優
る
も
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
肚
會
倫
理
的
考
察
は
、
そ
れ
自
膿
に
限
界
を
持
た
ぬ
。
一
つ
の
制
度
の
肚
會
的
使
命
は
、
遼
の
や
う
な
高
次
の
段
階
か
ら
も
意
義
づ

け
う
る
。
翰
林
院
か
ら
煙
草
屋
ま
で
、
何
も
み
な
共
同
盤
債
値
の
推
進
を
目
的
と
す
る
と
、
言
つ
て
言
は
れ
ぬ
も
の
は
な
い
。
際
限
な
く
上
昇
す

る
肚
禽
倫
理
的
考
察
を
、
適
度
に
お
い
て
繋
ぎ
と
め
る
も
の
は
、
所
與
の
現
象
の
論
理
構
造
で
あ
る
。

　
　
　
紛
箏
の
解
決
と
具
燈
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
五
七
七
）



　
　
　
紛
箏
の
解
決
と
具
艦
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
八
　
　
（
五
七
八
）

　
ザ
ウ
ア
は
肚
會
倫
理
的
考
察
を
強
調
し
て
こ
れ
に
溺
れ
、
論
理
構
造
を
渡
却
し
た
、
と
私
は
観
る
。
其
庭
に
い
は
れ
て
ゐ
る
具
騰
法
ば
、
裁
制

官
が
創
造
的
に
形
成
す
る
『
新
し
い
債
値
』
で
あ
る
。
法
が
裁
判
官
を
拘
束
す
る
に
は
非
す
し
て
、
裁
判
官
が
法
を
決
定
す
る
。
さ
や
う
な
も
の

で
法
が
あ
る
と
き
、
『
訴
訟
で
は
法
形
成
、
行
政
で
は
文
化
推
進
」
が
そ
れ
ぞ
れ
主
目
的
で
あ
る
と
論
く
こ
と
、
内
容
の
與
へ
方
奈
何
に
よ
つ
て

は
正
し
い
こ
の
公
式
に
、
此
麗
で
ど
れ
だ
け
の
意
味
が
認
め
ら
れ
る
か
。
も
と
よ
り
、
裁
判
と
行
政
と
は
「
重
黙
の
韓
位
に
よ
つ
て
違
つ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
二
）

に
過
ぎ
ぬ
』
と
い
ふ
の
が
彼
の
力
詮
し
た
が
る
要
黙
な
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
分
か
り
き
つ
た
話
で
あ
つ
て
、
間
題
は
法
形
成
と
文
化
推

進
と
の
差
異
に
あ
る
。
論
者
の
詮
明
を
極
鮎
ま
で
還
元
す
れ
ば
、
行
政
が
た
ま
た
ま
判
決
の
形
式
を
流
れ
る
と
、
そ
れ
が
訴
訟
に
な
る
、
と
い
ふ

に
瞬
著
す
る
。
訴
訟
を
決
定
す
る
も
の
は
偶
然
的
な
形
式
で
、
こ
れ
に
固
有
の
目
的
は
な
い
と
論
く
に
、
ほ
ぼ
等
し
い
。
『
さ
て
訴
訟
が
從
來
の

歌
態
を
共
同
膿
の
目
的
に
從
つ
て
改
善
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
訴
訟
に
特
殊
な
目
的
を
定
め
る
た
め
に
、
こ
の
目
的
が
更
に
詳
し
く
限
界
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
三
）

け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
共
同
艦
利
釜
の
促
進
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
爲
の
目
標
で
あ
る
の
だ
か
ら
」
と
嘗
て
わ
れ
み
づ
か
ら
言
つ
た
所
に
、
論
者

が
忠
實
で
あ
る
か
否
か
疑
は
し
い
。

　
離
れ
て
は
な
ら
ぬ
論
理
構
造
と
は
、
訴
訟
に
お
け
る
裁
制
官
の
全
面
的
な
被
拘
束
性
で
あ
る
。
裁
判
官
の
裁
判
は
、
ど
こ
ま
で
も
沿
極
的
・
受

動
的
な
も
の
で
あ
る
。
訴
訟
の
紛
孚
形
成
面
に
は
積
極
能
動
の
要
素
が
作
用
し
う
る
が
、
解
決
形
成
面
ば
こ
れ
と
異
な
る
。
さ
う
し
て
、
訴
訟
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

制
度
的
特
質
は
、
後
者
に
よ
つ
て
規
定
せ
ら
れ
る
。
ど
う
し
て
や
ら
う
か
と
は
裁
判
官
は
考
へ
ぬ
。
ど
う
す
る
べ
き
か
と
彼
は
考
へ
る
。
當
爲
は

當
初
に
豫
定
せ
ら
れ
て
既
に
在
る
。
國
家
機
關
が
裁
判
と
行
政
と
を
分
掌
は
し
な
か
つ
た
嘗
て
か
ら
、
當
爲
に
聴
く
と
い
ふ
こ
と
が
、
裁
判
を
特

異
な
作
珊
と
し
て
ゐ
た
。
拘
束
の
後
退
に
比
例
し
て
、
裁
判
は
他
種
の
作
用
中
に
解
漕
し
て
ゆ
く
。
全
面
的
な
被
拘
束
性
に
こ
そ
裁
判
を
そ
の
他

の
作
用
か
ら
特
質
づ
け
る
構
造
が
あ
る
。
上
昇
し
て
何
塵
か
で
他
の
も
の
と
合
流
す
る
に
せ
よ
、
現
實
が
と
も
す
れ
ば
異
な
つ
た
様
相
を
示
す
に

せ
よ
、
訴
訟
の
特
殊
H
訴
訟
的
存
在
を
と
ら
へ
る
た
め
に
は
、
肚
禽
倫
理
的
考
察
は
か
や
う
な
論
理
構
造
に
よ
つ
て
繋
ぎ
と
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。



　
訴
訟
の
前
法
令
的
な
性
格
と
、
裁
制
の
被
拘
束
的
あ
り
方
、
卸
ち
、
上
戯
の
論
理
構
造
を
意
識
し
て
、
早
く
か
ら
其
虚
に
目
的
規
定
を
据
ゑ
る

べ
き
こ
と
を
読
い
て
來
ら
れ
た
の
は
、
宮
崎
教
授
で
あ
る
。
日
は
く
、
『
抽
象
的
假
定
的
法
規
範
（
制
定
法
、
慣
習
法
等
）
は
如
何
な
る
場
合
に
於

て
も
我
六
の
行
動
の
規
準
た
り
得
る
も
の
で
は
な
く
、
我
女
の
行
動
の
規
準
た
り
得
る
も
の
は
、
具
艦
的
現
實
的
事
實
に
即
し
た
規
範
で
あ
る
。

こ
払
は
、
決
し
て
抽
象
的
假
定
的
法
規
範
の
定
立
せ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
場
合
に
の
み
限
ら
る
る
も
の
で
は
な
く
、
抽
象
的
假
定
的
法
規
の
明
定
せ
ら

れ
て
ゐ
る
場
合
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
唯
抽
象
的
假
定
的
法
規
範
は
、
具
髄
的
現
實
的
規
範
の
認
識
に
當
つ
て
其
認
識
の
規
準
た
り
得
る
に
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
）

ぎ
な
い
。
…
…
こ
の
具
膿
的
現
實
的
法
規
範
が
柳
ち
具
髄
法
で
あ
る
』
。
　
裁
判
は
具
髄
法
の
定
立
に
他
な
ら
す
、
具
罷
法
の
定
立
は
、
権
限
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
五
）

機
關
の
・
一
定
の
形
式
を
も
つ
て
す
る
・
具
膿
法
の
創
造
的
認
識
の
・
確
定
形
態
、
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
『
こ
の
具
膿
法
が
法
律
學
の
封
象
た
り

得
都
や
否
や
は
別
と
し
て
、
…
…
訴
訟
の
研
究
に
當
り
抽
象
的
法
規
の
み
を
重
要
覗
し
、
裁
判
を
以
て
輩
な
る
抽
象
的
法
規
範
の
適
用
作
用
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
六
）

と
見
る
が
如
き
は
誤
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
寧
ろ
訴
訟
は
、
…
…
具
罷
法
の
定
立
を
目
的
と
す
る
制
度
と
し
て
理
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
』
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
七
）

惟
ふ
に
、
最
も
正
鵠
を
射
た
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

　
な
ほ
且
つ
止
め
る
こ
と
の
で
き
ぬ
疑
問
は
、
か
う
で
あ
ら
う
。
具
髄
法
の
認
識
を
創
造
的
な
り
と
す
る
こ
と
が
、
認
識
一
般
に
封
す
る
特
異
性

を
意
味
し
う
る
か
。
認
識
一
般
に
通
じ
る
こ
と
は
、
特
に
墨
げ
る
憤
値
が
な
く
、
そ
れ
以
上
の
創
造
性
を
意
味
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
五
八
）

の
基
本
的
要
請
を
没
却
す
る
。
こ
の
黙
と
、
後
に
別
に
論
く
一
黙
と
を
姑
く
措
き
、
ヨ
リ
基
本
的
な
間
題
は
、
論
者
の
探
用
せ
ら
れ
る
方
法
に
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ

る
。
具
膿
法
の
定
立
は
事
の
構
造
で
は
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
ま
だ
事
の
目
的
た
る
に
は
不
足
す
る
。
具
膿
法
定
立
の
た
め
に
訴
訟
制
度
が
あ
る

と
い
ふ
こ
と
は
」
意
味
を
成
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ザ
ウ
ァ
が
肚
會
倫
理
的
考
察
の
雲
淀
乗
つ
て
、
徒
に
高
く
あ
が
つ
て
し
ま
つ
乖
の
と
丁
度
反

封
に
、
ヒ
こ
で
は
形
式
H
法
學
的
考
察
が
目
的
の
規
定
者
た
る
を
轡
稻
し
よ
う
と
企
て
て
ゐ
る
。
我
々
は
こ
の
最
後
の
論
を
も
う
一
度
、
實
践
慣

値
t
紛
孚
の
解
決
t
と
結
合
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ト
　
　
　
ヤ
　
　
　
あ
　
　
　
ヤ

　
民
事
訴
訟
の
制
度
目
的
は
、
か
う
し
て
、
紛
孚
の
正
し
い
解
決
で
あ
り
、
一
そ
う
正
確
に
広
ふ
な
ら
ば
、
正
し
い
も
の
の
認
識
に
よ
る
紛
雫
の

　
　
　
　
紛
箏
の
解
決
と
具
艦
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
九
　
　
（
五
七
九
）



　
　
　
　
紛
雫
の
解
決
と
具
膿
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
五
八
○
）

も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

解
決
に
あ
る
、
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
い
ま
、
，
認
識
せ
ら
れ
る
べ
き
正
し
い
も
の
を
、
先
學
の
用
語
例
に
從
つ
て
、
具
膣
法
と
名
づ
け
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
し

う
。
然
る
と
き
は
、
民
事
訴
訟
の
目
的
は
、
具
髄
法
の
判
断
に
よ
る
紛
孚
の
解
決
に
ほ
か
な
ら
す
、
訴
訟
は
法
令
と
の
關
係
で
前
洪
的
存
在
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
九
）

り
つ
つ
も
、
な
ほ
具
膿
法
と
の
關
係
で
は
飽
く
ま
で
後
法
的
存
在
で
な
け
れ
ば
・
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
ハ
四
〇
）
　
伊
東
・
民
訴
法
の
一
書
三
稿
・
法
學
研
究
一
＝
巻
・
昭
二
三
・
八
號
四
八
頁
四
九
頁
（
二
二
巻
五
號
六
二
頁
下
欄
二
）
。

　
（
四
一
）
　
穗
，
積
陳
重
・
法
窓
夜
話
・
市
厨
丈
庫
版
五
叫
頁
。

　
（
四
二
）
　
三
宅
正
太
郎
・
裁
到
の
書
・
創
元
丈
庫
版
三
三
頁
。

　
（
四
三
）
　
譲
g
F
鉾
勲
0
4
幹
9

（
四
四
）
（
四
五
）
第
三
節
所
引
を
看
よ
、
前
出
註
三
五
・
三
六
。

（
四
六
）

（
四
七
）

（
四
八
）

（
四
九
）

（
五
〇
）

（
五
一
）

（
五
二
）

（
五
三
）

（
五
四
）

（
五
五
）

（
五
六
）

ω
暫
蝿
①
り
｝
　
O
周
q
昌
α
一
こ
　
ω
。
劇
図
●

ω
暫
弱
o
♪
餌
●
”
’
O
こ
ω
。
㎝
oo，

ω
O
げ
α
β
犀
9
国
9
β
】
β
こ
国
勘
巳
こ
ω
●
一
9
》
層
β
．
F
こ
れ
は
ω
”
§
O
ぴ
鉾
勲
O
こ
の
ω
●
隣
“
F
“
9
黛
’
を
見
れ
ぼ
扁
そ
づ
明
か
で
あ
る
。

ω
砦
①
ツ
ヒ
一
㎎
‘
ω
’
oo
”
目
Φ
蓉
目
。
毎
5
き
o
o

ω
四
口
①
さ
”
●
勲
O
こ
ω
ω
。
一
～
o
o
。

乙o

曽
β
①
び
”
．
”
●
O
‘
ψ
声
》
冨
ヨ
●
ド

ω
”
目
①
5
曽
●
勲
O
こ
藤
O
．

ω
印
目
0
5
0
吋
β
β
島
‘
oo
。
麻
一
●

宮
崎
澄
夫
・
既
剣
力
の
主
観
的
範
園
に
就
て
・
法
學
研
究
一
六
巻
・
昭
U
二
・
一
號
二
八
頁
（
訴
訟
法
學
會
・
訴
訟
法
學
の
諸
問
題
・
宮
崎
七
頁
八
頁
）
。

宮
崎
既
剣
力
二
六
頁
二
九
ー
三
一
頁
（
諸
問
題
五
頁
八
－
一
〇
頁
）
。

宮
崎
既
剣
力
二
八
頁
二
九
頁
（
諸
間
題
八
頁
）
。
　
な
ほ
、
宮
崎
澄
夫
・
訴
訟
法
・
新
法
學
講
話
六
巻
・
改
訂
二
版
・
昭
嚇
八
・
二
七
頁
、
刑
事
訴
訟
法
・

　
　
法
律
學
全
書
二
四
巻
・
昭
二
五
・
二
四
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ち

（
五
七
）
　
具
盟
法
論
議
は
廣
く
且
9
古
い
。
宮
崎
教
授
の
功
績
は
具
膣
法
を
自
畳
的
に
訴
訟
目
的
に
持
つ
て
き
て
訴
訟
の
後
法
令
性
を
否
定
し
た
こ
と
に
あ
盗
も
の

　
　
で
具
隆
法
論
議
と
し
て
は
諸
説
の
扁
環
に
位
す
る
に
す
ぎ
ぬ
。
さ
う
し
て
、
訴
訟
目
的
を
具
艦
法
へ
の
志
向
に
据
ゑ
た
こ
と
は
没
却
す
る
べ
か
ら
ざ
る
洞
察
で

　
　
あ
る
。



（
五
八
）
　
ザ
ウ
ア
，
に
つ
い
て
言
つ
た
と
同
じ
、
な
ほ
、
　
「
裁
到
官
が
新
し
い
法
を
創
造
す
る
か
否
か
が
箏
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
も
否
定
す
る
こ
と

　
　
も
正
し
い
。
肯
定
す
る
の
は
事
實
の
問
題
と
し
て
正
し
い
の
で
あ
り
、
否
定
す
る
の
は
在
る
べ
き
間
題
と
し
て
正
し
い
の
だ
」
と
い
ふ
趣
旨
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

　
　
の
議
論
を
援
用
し
て
置
く
（
1
＜
．
b
自
容
犀
げ
曽
円
瓜
甘
寓
①
辟
げ
O
畠
Φ
弱
β
山
OO
》
9
①
巨
α
Φ
oQ
図
Φ
o
げ
け
の
”
N
σ
二
〇
F
一
〇
〇
〇
9
0Q
ω
●
一
〇
〇
q
’
一
〇
一
）
。
　
こ
こ
で
は
ゾ
レ
ン

　
　
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
因
み
に
具
艦
怯
の
他
義
用
法
の
例
、
扇
5
容
犀
ゲ
曽
巳
“
ψ
鵠
9
岩
♪
直
，
鉾

（
五
九
）
　
伊
東
・
民
事
訴
訟
法
第
一
部
・
通
信
教
育
教
材
・
一
ー
四
頁
・
二
三
八
ー
九
頁
。

五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も

認
識
せ
ら
れ
る
べ
き
正
し
い
も
の
を
、
具
膿
法
と
名
づ
け
る
と
、
私
は
言
つ
た
。
そ
れ
は
、
目
的
論
議
に
持
込
ま
れ
や
す
い
混
蹴
を
、
反
省
し

て
麗
き
た
い
と
い
ふ
意
圖
に
出
で
る
。

　
訴
訟
の
前
法
令
的
性
格
を
読
く
者
が
、
『
判
決
自
髄
は
法
で
は
な
い
と
爲
す
こ
と
は
、
一
般
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
こ
の
考
へ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
マ
マ
ロ

封
し
て
、
判
決
自
艦
が
法
で
あ
る
こ
と
も
亦
古
く
か
ら
論
へ
ら
れ
て
居
る
所
で
あ
る
㌧
『
私
は
…
…
定
立
せ
ら
れ
た
…
…
法
…
…
と
考
へ
た
い
』
。

『
抽
象
的
假
定
的
法
規
範
は
輩
に
間
接
に
の
み
我
六
の
行
動
の
規
準
と
な
り
得
る
も
の
と
云
ふ
べ
く
、
之
に
封
し
て
、
具
髄
的
現
實
的
法
規
範
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
注
意
〕

そ
直
接
我
六
の
行
動
の
規
準
だ
り
得
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
』
。
『
そ
れ
故
、
…
：
裁
判
を
以
て
輩
な
る
抽
象
的
法
規
の
適
用
作
用
な
り
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
ハ
○
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

る
が
如
き
は
誤
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
』
と
い
ふ
場
合
に
は
、
－
判
決
に
よ
つ
て
不
さ
れ
る
も
の
が
そ
れ
自
髄
具
膣
法
な
る
が
故
に
、
訴
訟
は
必
す
し

も
法
令
に
繋
縛
せ
ら
れ
た
存
在
で
な
い
、
と
い
ふ
論
理
の
筋
が
臆
測
さ
れ
る
。

反
封
に
訴
訟
を
後
法
令
的
に
み
る
者
が
、
『
同
じ
効
果
を
同
じ
原

因
に
蹄
せ
し
め
う
為
と
は
限
ち
な
い
。
拘
束
ヵ
の
あ
茜
黙
は
髄
か
に
判
決
は
法
律
に
似
て
ゐ
る
が
、
拘
束
力
の
あ
る
と
こ
ろ
常
に
法
律
が
あ
る
の

で
は
な
い
。
も
し
も
さ
う
で
な
か
つ
た
ら
、
法
律
行
爲
も
仲
裁
制
断
も
法
律
で
、
上
司
の
拘
束
的
命
令
も
み
な
法
律
に
な
る
で
あ
ち
う
。
の
み
な

ら
す
、
判
決
の
効
力
は
、
法
律
に
似
て
ゐ
る
だ
け
で
、
法
律
と
同
じ
で
は
な
い
。
も
し
同
じ
も
の
で
あ
る
な
ら
ぜ
、
判
決
は
そ
の
特
殊
的
規
律
を

何
人
と
の
關
係
で
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
筈
で
あ
る
』
。
『
具
罷
的
法
欺
態
の
た
め
に
新
た
な
客
観
法
が
與
へ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
』
。
『
判
決
は
法

　
　
　
紛
雫
の
解
決
と
具
艦
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
　
　
（
五
八
一
）



　
　
　
紛
争
の
解
決
と
具
鎧
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
五
八
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
ハ
叫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

律
で
な
く
、
法
の
適
用
に
ぼ
か
な
ら
ぬ
』
と
論
く
場
合
に
も
、
判
決
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
も
の
が
、
具
膿
法
で
な
い
が
故
に
、
訴
訟
は
法
令
の
適

用
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
え
ぬ
と
の
、
論
理
の
筋
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
問
は
れ
る
べ
き
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
右
懸
案
の
「
正
し
い
も
の
」
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

法
令
に
封
む
て
論
理
上
、
後
か
先
か
と
い
ふ
こ
と
で
、
決
し
て
そ
れ
が
そ
れ
自
膿
と
し
て
、
具
艦
・
法
・
で
あ
る
か
否
か
と
い
ふ
こ
と
で
は
な

い
。
そ
れ
が
法
令
に
後
れ
る
な
ら
、
法
で
あ
ら
う
と
な
か
ら
う
と
、
具
髄
法
た
る
と
な
ぼ
抽
象
法
た
る
ど
を
間
ふ
こ
と
な
く
、
又
そ
の
法
令
と
の

關
聯
の
あ
り
方
奈
何
に
も
拘
は
り
な
ぐ
、
訴
訟
は
當
然
法
令
に
依
存
す
る
。
そ
れ
が
法
令
に
先
立
つ
な
ら
、
同
様
に
し
て
具
艦
法
の
あ
り
方
に
は

關
係
な
く
、
訴
訟
は
法
令
に
依
存
し
な
い
。
具
膣
法
の
實
膣
奈
何
を
問
ふ
こ
と
は
、
そ
の
も
の
と
し
て
重
要
な
間
題
に
相
違
な
い
し
、
訴
訟
の
法

令
に
封
す
る
前
後
を
尋
ね
る
場
合
に
は
、
從
來
と
も
學
者
は
た
だ
し
く
右
或
物
の
法
令
と
の
先
後
を
中
心
に
間
う
て
き
た
。
し
か
も
、
こ
の
二
つ

の
間
題
が
、
併
せ
て
扱
は
れ
て
き
た
結
果
、
無
用
の
混
飢
が
生
ま
れ
て
ゐ
る
。
中
心
の
議
論
に
し
ぱ
し
誠
附
帯
す
る
右
例
の
や
う
な
論
理
の
混
観

・
ー
混
飢
の
外
観
　
　
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
外
観
が
、
訴
訟
の
前
法
令
的
性
格
を
承
認
す
る
こ
と
に
、
人
を
躊
躇
せ
し
め
る
原
因
の
一
つ
に
な

つ
て
ゐ
る
。
訴
訟
の
前
法
性
の
承
認
に
、
右
「
正
し
い
も
の
」
を
具
騰
・
法
・
と
規
定
す
る
の
要
は
必
す
し
も
な
い
。

　
同
じ
論
理
の
筋
違
ぴ
が
、
訴
訟
の
後
法
性
に
關
し
て
は
、
一
そ
う
不
幸
な
結
果
を
齎
す
。
こ
こ
で
間
題
に
な
る
限
り
の
こ
と
は
、
法
令
か
ら
解

放
せ
ら
れ
だ
訴
訟
が
、
訴
訟
と
し
て
、
無
制
約
で
あ
り
う
る
か
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
具
膿
3
法
・
だ
か
ら
と
い
つ
て
肯
定
に
出

る
こ
と
も
、
具
髄
・
法
・
と
言
へ
な
い
か
ら
と
い
つ
て
否
定
に
出
る
こ
ど
も
、
と
も
に
正
し
い
態
度
で
な
い
。
前
法
令
的
な
存
在
た
る
訴
訟
が
な

ほ
理
念
的
に
、
被
制
約
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
關
係
の
激
認
に
も
、
具
髄
法
の
實
膣
論
は
必
要
で
な
い
。

　
假
に
さ
や
う
な
實
髄
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
そ
の
、
具
膿
・
法
・
と
し
て
の
固
有
の
性
格
を
、
私
は
認
め
る
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。
正
し
い
或
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ

に
訴
訟
が
拘
束
せ
ら
れ
る
關
係
を
、
具
禮
法
に
よ
る
訴
訟
の
拘
束
、
具
髄
法
に
封
す
る
訴
訟
の
後
法
性
と
名
づ
け
る
こ
と
の
、
實
質
的
に
適
當
な

る
べ
き
を
主
張
し
た
く
思
ふ
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
從
前
の
混
飢
に
鑑
み
て
、
實
腱
論
に
及
ば
な
い
。
具
膿
法
と
い
ふ
言
葉
を
、
名
構
の
便
宜
と

約
束
t
た
所
以
で
あ
る
。



　
さ
う
し
て
、
ま
さ
に
、
訴
訟
の
目
的
は
、
か
や
う
な
訴
訟
の
前
匡
後
法
的
構
造
と
、
當
該
「
正
し
い
も
の
」
に
封
す
る
訴
訟
の
關
聯
が
、
創
造

で
な
く
し
て
「
認
識
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
、
訴
訟
が
肚
禽
使
命
と
し
て
紛
孚
の
解
決
に
奉
仕
す
ち
こ
と
の
、
三
黙
が
決
ま
れ
ば
、
規
定

す
る
に
熟
す
る
。
後
の
二
黙
も
當
該
「
正
し
い
も
の
」
が
具
艦
・
法
・
・
で
あ
る
か
否
か
に
依
存
し
な
い
。
理
論
的
欲
求
は
當
然
、
具
髄
法
の
實
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
も

論
に
進
む
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ぞ
れ
は
既
判
力
理
論
・
一
般
法
學
・
法
哲
學
の
間
題
で
、
特
殊
“
民
事
訴
訟
制
度
の
目
的
の
間
題
を
超
え
て
を

り
、
前
者
の
い
か
な
る
理
論
構
成
も
、
後
者
に
つ
い
て
の
上
厳
の
道
理
を
破
る
椹
利
を
も
つ
て
ゐ
な
い
。

　
民
事
訴
訟
は
、
法
令
と
の
關
係
で
は
、
前
法
的
な
存
在
で
あ
る
。
裁
判
や
訴
訟
の
必
要
か
ら
法
令
の
完
全
を
彊
辮
し
、
こ
れ
に
安
心
す
る
こ
と

は
當
ら
な
い
。
法
令
の
機
械
的
な
適
用
を
目
的
に
適
ふ
裁
判
と
み
る
こ
と
も
許
さ
れ
ぬ
。
さ
う
し
て
、
ま
た
、
仲
裁
や
調
停
か
ら
の
形
式
的
な
隔

離
を
や
め
、
立
法
政
策
は
、
正
し
く
常
に
、
前
法
的
訴
訟
の
基
黙
に
還
つ
て
検
討
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
同
じ
訴
訟
が
、
し
か
し
、
具
膿
法
と
名
づ
け
ら
れ
る
「
正
し
い
も
の
」
、
　
そ
の
意
味
で
の
具
膿
法
、
と
の
關
係
で
は
、
飽
く
ま
で
、
後
法
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

存
在
で
あ
る
。
裁
判
は
法
令
の
機
械
的
な
適
用
で
は
な
い
と
し
て
も
、
自
由
な
裁
量
で
あ
る
の
で
も
な
い
。
併
せ
て
言
へ
ぱ
、
具
膿
法
の
そ
れ
は

め
　
　
ヤ

認
識
に
と
ど
ま
り
、
政
治
・
道
徳
の
間
題
を
裁
判
所
が
取
上
げ
ぬ
こ
と
は
、
訴
訟
の
本
質
的
要
請
で
、
偶
然
の
技
術
的
制
約
で
ば
な
い
の
で
あ
る

し
、
ま
た
、
國
家
の
親
心
、
指
導
、
改
善
、
敏
育
、
干
渉
、
等
女
に
訴
訟
の
中
心
の
座
を
與
へ
よ
う
と
す
る
企
て
は
、
右
か
ら
の
も
の
に
せ
よ
左

か
ら
の
も
の
に
せ
よ
、
訴
訟
改
善
の
間
題
と
し
て
で
は
な
く
、
訴
訟
駿
棄
の
當
否
の
間
題
と
し
て
、
考
へ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
訴
訟
目
的
の
間
題
が
、
具
髄
法
の
實
膿
論
を
通
し
、
上
昇
し
て
、
一
般
法
學
か
ら
法
哲
學
の
課
題
に
蓮
な
る
こ
と
は
、
前
に
言
つ
た
。
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
ハ
ニ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

下
降
し
て
は
、
理
論
上
、
訴
訟
法
學
上
の
す
べ
て
の
問
題
に
出
稜
黙
を
供
す
る
こ
と
は
疑
が
な
い
。
と
く
に
所
謂
客
観
法
の
具
燈
化
が
、
，
法
令
の

具
腱
「
伽
」
と
見
ら
れ
え
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
、
そ
れ
に
止
ま
ら
す
、
右
に
覗
つ
た
一
斑
の
豫
示
す
る
や
う
に
、
具
髄
法
判

噺
論
か
ら
の
展
望
に
は
、
實
践
上
に
も
、
豊
饒
な
も
の
が
あ
る
と
、
私
は
考
へ
る
。

　
（
六
〇
）
　
宮
崎
既
剣
力
二
四
頁
二
六
頁
二
八
頁
（
諸
間
題
四
頁
五
頁
八
頁
）
。
〔
　
〕
傍
註
は
筆
者
。
マ
マ
は
原
文
の
ま
ま
。
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八六行
紛
孚
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決
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膿
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（
本
誌
二
＋
五
巻
、
九
號
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観

法
秩
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維
持
の
反
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と
し
て
の

訟
紛
雫
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正

　
　
　
　
　
　
　
ロ

法
秩
序
維
持
の
反
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と
し
て
の

の（
訟
は
前
行
第
幅
字
に
在
る
べ
き
も
の
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